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物
騒
な
タ
イ
ト
ル
で
す
み
ま
せ
ん
。
国
際
結

婚
の
我
々
夫
婦
は
、
戦
争
に
つ
い
て
話
す
と
喧

嘩
に
な
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
、
道
後
上
人

坂
の
我
家
の
二
軒
隣
の
宝
厳
寺
さ
ん
へ
、
犬
を

連
れ
て
お
参
り
し
、
世
界
平
和
を
祈
る
と
き
は
、

心
は
一
つ
で
す
。
そ
の
宝
厳
寺
に
て
、〝
法
話
と

チ
ェ
ロ
の
夕
べ
〞（
世
界
初
？
）
と
い
う
催
し
を

開
い
て
頂
き
ま
し
た
。
前
半
は
三
十
代
の
僧
侶

小
池
陽
人
さ
ん
の
法
話
。
後
半
が
七
十
代
の
ロ

ー
ゼ
ン
の
チ
ェ
ロ
演
奏
。
老
い
も
若
き
も
、
檀

家
の
皆
様
も
、
俳
句
仲
間
も
、
音
楽
の
友
も
集

ま
り
、
大
入
満
員
。
宝
厳
寺
の
境
内
か
ら
夕
日

に
染
ま
る
松
山
城
が
見
え
、
お
城
の
天
主
閣
か

ら
は
道
後
の
山
が
見
え
ま
す
。
虚
子
が
詠
ん
だ

風
景
そ
の
ま
ま
な
ん
で
す
。

遠
山
に
日
の
当
た
り
た
る
枯
野
か
な  

高
濱
虚
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
冬
の
季
語
：
枯
野
）

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
チ
ェ
ロ
ソ

ナ
タ
一
番
、
バ
ッ
ハ
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
、ヴ
ァ

ン
・
ゲ
ン
ス
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
、
サ
ン
＝
サ
ー
ン

ス
の
白
鳥
。
楽
器
を
最
大
限
に
美
し
く
響
か
せ

よ
う
と
、
ロ
ー
ゼ
ン
が
汗
水
垂
ら
し
て
演
奏
し

て
い
る
と
、
小
さ
な
蛾
や
大
き
な
蚊
が
ふ
ら
ふ

ら
飛
ん
で
来
ま
す
。
最
前
列
に
座
っ
た
ご
婦
人

が
、
チ
ェ
リ
ス
ト
を
邪
魔
せ
ぬ
よ
う
、
手
で
そ

っ
と
追
い
払
っ
て
く
れ
ま
す
。
鈴
虫
や
松
虫
の

声
が
光
り
輝
く
球
の
よ
う
に
り
ん
り
ん
と
、
本

堂
全
体
を
包
ん
で
鳴
り
響
き
ま
す
。
晩
秋
に
残

る
虫
た
ち
が
リ
サ
イ
タ
ル
の
賑
わ
い
に
集
ま
っ

鈴虫と戦争

ローゼン千津

ESSAY

て
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
ん

な
風
に
、
詩
や
音
楽
や
友
情
に
繋
が
っ
て
美
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
か
？　
そ
れ
と
も
ま
だ

戦
争
続
け
ま
す
か
？

秋
の
蚊
の
た
だ
よ
ふ
無
伴
奏
バ
ツ
ハ  

朗
善
千
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
秋
の
季
語
：
秋
の
蚊
）

　
久
し
ぶ
り
に
、
姉
の
夏
井
い
つ
き
夫
妻
に
も

ロ
ー
ゼ
ン
の
チ
ェ
ロ
を
聞
い
て
貰
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

「
オ
ネ
エ
サ
ン
、
オ
ネ
エ
サ
ン
、
カ
ク
テ
ル
を
飲

み
ま
し
ょ
う
」
と
、
姉
の
顔
さ
え
見
れ
ば
、
ロ

ー
ゼ
ン
は
得
意
の
シ
ェ
ー
カ
ー
を
振
り
た
が
り

ま
す
。「
ニ
ッ
ク
の
日
本
語
ま
た
う
ま
く
な
っ
て

い
る
」
と
、
姉
は
い
つ
も
励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

日
本
語
ク
ラ
ス
に
は
後
輩
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

お
し
や
べ
り
を
し
て
数
珠
玉
の
実
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

    

朗
善
千
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
秋
の
季
語
：
数
珠
玉
）

　
２
０
２
４
年
12
月
22
日
、
愛
媛
交
響
楽
団
の

定
期
演
奏
会
（
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
）
に
て
、

ロ
ー
ゼ
ン
が
、「
ラ
ロ
作
曲
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
ニ

短
調
」
を
弾
き
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
お
越
し

下
さ
い
。『
つ
な
ぐ
』
誌
を
見
て
来
ま
し
た
と
、

声
を
掛
け
て
下
さ
い
。
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
‼
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 「自分の歌がふるさとへ届いているのが嬉しい！」

　　    　 シンガーソングライター〈〈 OISHI  MASAYOSHI   大石 昌良
　
私
が
彼
に
初
め
て
会
っ
た
の
は
２
０
０

９
年
の
春
、
当
時
編
集
し
て
い
た
情
報
誌

の
取
材
で
訪
れ
た
松
山
市
に
あ
る
小
さ
な

ラ
イ
ブ
会
場
だ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
の
圧
倒

的
な
歌
声
と
宇
和
島
臭
漂
う
楽
曲
に
心
震

わ
さ
れ
、
思
わ
ず
涙
が
あ
ふ
れ
た
事
を
昨

日
の
事
の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
昨
年
12
月
２
日
、「
大
石
昌
良

デ
ビ
ュ
ー
15
周
年
記
念 

宇
和
島
ス
ペ
シ
ャ

ル
ラ
イ
ブ
」
が
宇
和
島
市
で
開
催
さ
れ
念

願
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
実
現
し
た
。

　
幼
稚
園
の
頃
、
ま
だ
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

ス
も
な
い
時
代
、
歌
が
好
き
だ
っ
た
彼
の

日
課
は
お
風
呂
場
で
歌
を
歌
う
事
だ
っ
た
。

そ
の
歌
に
両
親
が
点
数
（
常
に
高
得
点
）

を
付
け
、
更
に
両
親
が
喜
び
そ
う
な
曲
を

選
ん
で
は
誉
め
ら
れ
る
と
い
う
英
才
教
育

と
も
言
え
る
日
々
を
送
っ
て
い
て
、
幼
稚

園
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
は
、「
か
し
ゅ
に
な
り

た
い
」
と
書
い
て
い
た
と
い
う
。

　
本
人
が
「
歌
手
で
、
い
け
る
ん
ち
ゃ
う

か
な
〜
？
！
」
と
思
っ
た
人
生
の
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
て
も
ら
っ
た
。

❶
小
学
校
６
年
生
の
時
の
運
動
会
で
ア
ナ

ウ
ン
ス
係
に
な
っ
た
時
、
担
任
か
ら
「
大

石
、
お
前
、
マ
イ
ク
の
通
り
め
ち
ゃ
く
ち

ゃ
い
い
な
」
と
誉
め
ら
れ
た
。

❷
中
学
校
３
年
の
時
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
６

人
組
み
で
文
化
祭
に
出
演
、
ワ
ム
の
ラ
ス

ト
ク
リ
ス
マ
ス
を
歌
っ
た
ら
モ
テ
始
め
た

（
一
番
の
モ
テ
期
）。

「
歌
っ
て
、
校
内
で
の
自
分
た
ち
へ
の
風

向
き
を
こ
ん
な
に
も
変
え
る
ん
だ
と
思
い
、

そ
の
気
に
な
っ
た
」

❸
高
校
２
年
生
の
時
、
仲
間
と
バ
ン
ド
を

組
み
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
作
っ
て
コ
ン
テ

ス
ト
に
応
募
し
た
ら
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と

言
う
間
に
全
国
大
会
ま
で
進
ん
で
入
賞
。

「
こ
れ
は
、
マ
ジ
で
歌
手
に
な
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
う
思
い
を
胸
に
神
戸
の
大

学
に
進
学
す
る
。

　
大
学
で
は
軽
音
楽
部
に
入
り
、
１
９
９

９
年
、
仲
間
と
結
成
し
た
バ
ン
ド
「
サ
ウ

ン
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
す
。
以
降
、
音
楽
の
世
界
で

生
き
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
２
０
０
６

年
に
解
散
。
２
０
０
８
年
、
宇
和
島
の
大

浦
湾
を
歌
っ
た
「
ほ
の
か
て
ら
す
」
で
大

石
昌
良
と
し
て
ソ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

　
そ
の
後
も
秀
逸
な
楽
曲
を
世
に
送
り
出

す
も
大
き
な
う
ね
り
に
は
繋
が
ら
ず
、
苦

し
い
時
期
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
（
宇
和

島
で
の
ラ
イ
ブ
で
も
披
露
し
た
『
東
京
ル

ー
プ
』
は
、
彼
の
苦
し
い
時
期
を
歌
っ
た

隠
れ
た
名
曲
の
ひ
と
つ
で
、「
売
れ
な
か
っ

た…

」
と
会
場
を
沸
か
せ
た
）。

　
そ
し
て
、
転
機
と
な
る
の
が
、
２
０
１

３
年
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
ダ
イ
ヤ
の
Ａ
」

主
題
歌
で
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
シ
ン
ガ
ー
と
し

て
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
翌
年
、
ア
ニ
メ

・
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
向
け
の
名
義
「
オ

ー
イ
シ
マ
サ
ヨ
シ
」
を
立
ち
上
げ
、『
君

じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ
み
た
い
』
で
デ
ビ
ュ
ー
。

（
こ
こ
か
ら
、
漢
字
の
「
大
石
昌
良
」
と

カ
タ
カ
ナ
の
「「
オ
ー
イ
シ
マ
サ
ヨ
シ
」

と
い
う
表
現
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
る※

１
）

　
以
降
、
作
っ
た
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
や
挿
入

歌
が
大
き
な
社
会
現
象
に
な
っ
た
り
し
て
、

多
く
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
番
組
に
も
出
演

し
、
２
０
２
１
年
に
は
『
世
に
も
奇
妙
な

物
語 

'21
秋
の
特
別
編
』「
優
等
生
」
に
出

演
し
、
役
者
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

す
な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

「
こ
う
し
て
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
な
っ
て
、
ラ
イ
ブ
会
場
へ
も
た
く

さ
ん
の
人
に
来
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」。
そ
し
て
、
最
近
、
嬉
し
い
事
が
あ
っ

た
、
と
話
し
て
く
れ
た
の
が

「
高
校
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
小
学
校

４
年
生
の
娘
が
僕
が
作
詞
作
曲
し
た
ア
ニ

メ
『
推
し
の
子
』
の
挿
入
歌
『
サ
イ
ン
は

Ｂ
』
を
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て
る
と

聞
い
て
、
そ
う
い
う
世
代
ま
で
自
分
の
音

楽
が
届
い
て
い
る
ん
だ
と
思
っ
て
、
凄
く

嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
そ
し
て
、
整
理
券
発
行
時
の
混
雑
ぶ
り

や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
ツ
ア
ー
な
ど
、
色
々
な

意
味
で
宇
和
島
の
社
会
現
象
と
な
っ
た
今

回
の
宇
和
島
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
と
今
後

に
に
つ
い
て
聞
い
た
。

「
宇
和
島
で
の
単
独
ラ
イ
ブ
は
、
以
前
か
ら

オ
フ
ァ
ー
は
頂
い
て
い
た
の
で
す
が
、
今

年
は
（
大
石
昌
良
）
ソ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
15
周

年
で
も
あ
る
の
で
踏
ん
切
り
が
つ
い
て
、

実
現
し
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
先

ず
３
月
２
日
の
武
道
館
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ

（
ソ
ー
ル
ド
ア
ウ
ト
）を
成
功
さ
せ
る
こ
と
、

去
年
実
現
出
来
な
か
っ
た
大
石
昌
良
の
ニ

ュ
ー
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
を
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
今
ま
で
は
夢
だ
と
思
っ
て
い
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
出
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　
昨
年
の
宇
和
島
で
の
ラ
イ
ブ
は
、
熱
狂

的
な
フ
ァ
ン
か
ら
初
め
て
大
石
昌
良
の
歌

を
聴
い
た
と
い
う
人
ま
で
、
多
く
の
人
で

会
場
は
埋
め
尽
く
さ
れ
、
彼
の
歌
声
と
楽

曲
に
酔
い
し
れ
た
。
ま
た
、
ア
ン
コ
ー
ル

で
は
、
母
校
、
宇
和
島
東
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
と
の
共
演
も
あ
り
、
他
の
ラ
イ
ブ
会

場
で
は
見
ら
れ
な
い
文
字
通
り
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
ラ
イ
ブ
と
な
っ
た
。

　
今
回
は
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
ツ
ア
ー
も

あ
り
、
約
１
８
０
人
の
フ
ァ
ン
が
宇
和
島

で
の
特
別
な
時
間
を
過
ご
し
た
。
松
山
か

ら
の
車
中
で
は
、
母
多
美
さ
ん
か
ら
大
石

昌
良
イ
チ
オ
シ
の
宇
和
島
銘
菓
「
大
番
」

と
み
か
ん
が
全
員
に
配
ら
れ
た
。

　
彼
の
活
躍
ぶ
り
と
今
回
の
凱
旋
ラ
イ
ブ

の
状
況
を
見
る
と
、
ま
さ
に
「
社
会
現
象
」

と
言
え
る
。
今
後
も
ま
す
ま
す
彼
の
動
向

か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
／
川
尻
純
滋

※1）アニメやゲームコンテンツなどでの歌手活動および、MC業（バラエティ色の強い番組）に出演する際にはカタカナのオーイシマサヨシとして活動している。
　　   大石昌良とは遠い親戚という設定であり、外見の違いに大きな黒縁メガネを掛けている事が特徴である
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店内のカウンター大石昌良（おおいしまさよし）
1980 年生まれ、愛媛県宇和島市出身。学生時代にスリーピースバンド Sound Schedule を結成し、2001 年にメジャーデビュー。
その後、2008 年に「大石昌良」名義でソロデビュー。その唯一無二の卓越したアコースティックギターの弾き語りスタイルは圧巻。まるで手品のような手さばきで演奏し、
現在では YouTube やニコニコ動画などのインターネットソースでも話題を呼び、若い世代からも大きな反響がある。2014 年にはアニメ・ゲームコンテンツ向けの「オーイ
シマサヨシ」名義としても活動を始める。2017 年、作詞作編曲を担当した TVアニメ『けものフレンズ』の主題歌「ようこそジャパリパークへ」が大ヒットを記録。
数多くの人気アニメ主題歌を手掛け、Tom-H@ck とのユニット「OxT」、また他アーティストへの楽曲提供なども行うなど多様な名義を使い分けて活動中。
今大注目のシンガーソングライター、音楽クリエイター
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オーイシ武道館 ～オーイシマサヨシ ワンマンライブ at 日本武道館～

日時：2024 年 3月 2日 ( 土 )　配信開場：17:30 / 配信スタート：18:00
■出　演　オーイシマサヨシ

■ゲスト　グリッドマン（Universe Fighter）ダイナゼノン　グリッドナイト　

ウルトラマンロッソ　ウルトラマンブル　REAL AKIBA BOYZ　Tom-H@ck

■チケット料金

配信チケット：1,000 円（税込）※手数料別

■チケット販売URL
https://ponycanyon.zaiko.io/e/oishibudokan2024

大石昌良 オーイシマサヨシ オフィシャルウェブ　https://www.014014.jp/

2023.12.2「大石昌良デビュー 15 周年記念 宇和島スペシャルライブ」終演後の記念写真
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冬至のだるま夕日
冬至の頃、愛南町室手海岸に「だるま夕日」が現れ、撮影ポイン
トには十数人のカメラマンが集まります。「だるま夕日」は高知
県宿毛市の咸陽島が有名ですが、冬から春先にかけて西に面した
愛媛県南予地方の各所に「だるま夕日」が現れます。
愛媛から観る「だるま夕日」は、冬至までは太陽が西に移動する
ので沈む方向に高い山があったり、条件が揃わないと「だるま夕
日」にはなりせん。また、色も様々で白や黄色、二色や三色だっ
てありますが真っ赤な「だるま夕日」には、そうそうめぐり合え
ないのです。それでも足しげく通い、運良く「だるま夕日」に出
会えた時の感動はひとしおで、空振りにもめげず通うカメラマン
は少なくありません。
好みは人それぞれですが、私は、やはり真っ赤な「だるま夕日」
が好きです。

撮り歩きなんよ
北濱一男が撮りためた南予の風景

北濱　一男　写真家
1945 年生まれ　宇和島市在住　学生時代からカメラをはじめ、本格的な
写真歴は約 20 数年　奈良県明日香の写真家  上山  好庸氏に師事　
　　　　　　　　　　　　　「撮り歩きなんよ」（ブログ）http://uwatu.blog135.fc2.com/

真っ赤な夕日が島と島の間に静かに沈んでいきます

丸かった夕日が徐々に「だるま夕日」に・・・まさに自然が織りなす神秘の瞬間です（愛南町三ツ畑田島）

かんようとう
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な
ぜ
、
全
国
レ
ベ
ル
の
ボ
ー
ト
競
技
が
こ
の
街
に
根
付
い
た
の
か

宇
和
島
競
漕
物
語

特集

　
宇
和
島
市
津
島
町
の
下
灘
地
区
に
は
１
８
０
年

続
く
由
良
神
社
の
和
船
競
争
が
あ
る
が
、
宇
和
島

市
は※

１
）
ボ
ー
ト
競
技
に
お
い
て
、
県
立
宇
和
島

東
高
等
学
校
（
以
下
：
宇
東
高
）
同
宇
和
島
水
産

高
等
学
校
（
以
下
：
宇
水
高
）
両
校
か
ら
長
年
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
輩
出
さ
れ
る
極
め

て
稀
な
地
域
と
言
え
る
。

　
近
代
的
な
形
式
の
ボ
ー
ト
競
技
は
１
７
０
０
年

代
に
イ
ギ
リ
ス
で
発
展
し
た
ら
し
い
が
、
日
本
に

お
け
る
近
代
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

は
、
明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
に
来
日
し
た
英
人

教
師
Ｆ
・
Ｗ
ス
ト
レ
ン
ジ
が
隅
田
川
で
外
語
学
校

や
高
等
学
校
の
学
生
に
ボ
ー
ト
競
技
を
教
え
た
こ

と
か
ら
始
ま
る
。

　
や
が
て
、
青
少
年
の
ボ
ー
ト
に
対
す
る
関
心
が

飛
躍
的
に
高
ま
り
、
明
治
16 （
１
８
８
３
） 年
に
島

根
県
第
一
中
学
校
（
松
江
中
学
校
の
前
身
、
現
松

江
北
高
校
）
が
宍
道
湖
で
、
同
19
（
１
８
８
６
）

年
に
は
、
津
中
学
校
（
三
重
県
第
一
中
学
校
の
前

身
、
現
津
高
校
）
が
岩
田
川
で
ロ
ー
イ
ン
グ
を
開

始
し
た
。
こ
う
し
て
、
当
時
の
旧
制
中
学
校
で
も

こ
の
頃
か
ら
地
理
的
に
恵
ま
れ
資
金
面
に
余
裕
が

あ
れ
ば
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
そ
の
数
年
後
に
は
、
こ
の
小
さ
な
地
方
都
市
、

宇
和
島
で
も
ボ
ー
ト
競
技
が
始
ま
る
。

　
宇
和
島
中
学
校
端
艇
部
創
設
１
１
０
周
年
記
念

誌
『
佐
田
の
岬
』
に
は
、
松
本
良
之
助
（
宇
和
島

中
学
校
１
期
）
の
話
と
し
て
、「
宇
和
島
の
中
学

生
に
よ
る
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は
創
立
以
前
の
私
立
明

倫
館
時
代
（
明
治
20
年
代
半
ば
頃
）
か
ら
あ
り
、

松
本
が※

２
）
分
校
在
学
中
は
、
現
在
の
板
島
橋
付

近
で
浮
標
を
巡
る
回
航
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
て
い
た
」

と
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
明
治
半
ば
頃
に
は
宇
和
島
で
も
当

時
の
旧
制
中
学
生
た
ち
が
ボ
ー
ト
を
競
技
と
し
て

親
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
全
国
レ
ベ
ル
の
ク
ル

ー
が
輩
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
、

更
に
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

つなぐ　2024新春号　 6
※1）  ボート競技は、ローイング（英語：rowing）、漕艇、端艇、競漕とも呼ばれ、座席（シート）が前後に動きオールを使って
脚力で進む船でレースをする競技である。
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宇
和
島
市
津
島
町
の
下
灘
地
区
に
は
１
８
０
年

続
く
由
良
神
社
の
和
船
競
争
が
あ
る
が
、
宇
和
島

市
は※

１
）
ボ
ー
ト
競
技
に
お
い
て
、
県
立
宇
和
島

東
高
等
学
校
（
以
下
：
宇
東
高
）
同
宇
和
島
水
産

高
等
学
校
（
以
下
：
宇
水
高
）
両
校
か
ら
長
年
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
輩
出
さ
れ
る
極
め

て
稀
な
地
域
と
言
え
る
。

　
近
代
的
な
形
式
の
ボ
ー
ト
競
技
は
１
７
０
０
年

代
に
イ
ギ
リ
ス
で
発
展
し
た
ら
し
い
が
、
日
本
に

お
け
る
近
代
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

は
、
明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
に
来
日
し
た
英
人

教
師
Ｆ
・
Ｗ
ス
ト
レ
ン
ジ
が
隅
田
川
で
外
語
学
校

や
高
等
学
校
の
学
生
に
ボ
ー
ト
競
技
を
教
え
た
こ

と
か
ら
始
ま
る
。

　
や
が
て
、
青
少
年
の
ボ
ー
ト
に
対
す
る
関
心
が

飛
躍
的
に
高
ま
り
、
明
治
16 （
１
８
８
３
） 年
に
島

根
県
第
一
中
学
校
（
松
江
中
学
校
の
前
身
、
現
松

江
北
高
校
）
が
宍
道
湖
で
、
同
19
（
１
８
８
６
）

年
に
は
、
津
中
学
校
（
三
重
県
第
一
中
学
校
の
前

身
、
現
津
高
校
）
が
岩
田
川
で
ロ
ー
イ
ン
グ
を
開

始
し
た
。
こ
う
し
て
、
当
時
の
旧
制
中
学
校
で
も

こ
の
頃
か
ら
地
理
的
に
恵
ま
れ
資
金
面
に
余
裕
が

あ
れ
ば
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
そ
の
数
年
後
に
は
、
こ
の
小
さ
な
地
方
都
市
、

宇
和
島
で
も
ボ
ー
ト
競
技
が
始
ま
る
。

　
宇
和
島
中
学
校
端
艇
部
創
設
１
１
０
周
年
記
念

誌
『
佐
田
の
岬
』
に
は
、
松
本
良
之
助
（
宇
和
島

中
学
校
１
期
）
の
話
と
し
て
、「
宇
和
島
の
中
学

生
に
よ
る
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は
創
立
以
前
の
私
立
明

倫
館
時
代
（
明
治
20
年
代
半
ば
頃
）
か
ら
あ
り
、

松
本
が※

２
）
分
校
在
学
中
は
、
現
在
の
板
島
橋
付

近
で
浮
標
を
巡
る
回
航
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
て
い
た
」

と
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
明
治
半
ば
頃
に
は
宇
和
島
で
も
当

時
の
旧
制
中
学
生
た
ち
が
ボ
ー
ト
を
競
技
と
し
て

親
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
全
国
レ
ベ
ル
の
ク
ル

ー
が
輩
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
、

更
に
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

※2）明治 29（1896）年に南予、東予地方に県立中学校設置を求める機運が高まり、宇和島と西条に愛媛県尋常中学校の分校が
設置された。なお、南予分校開校式が行われた５月８日は宇和島東高等学校の「開校記念日」となっている。

写真上：2021 年インターハイのダブルスカルで力漕する宇水高の浅井樹心、
　　　　梶原勧心ペア
写真中：宇水高前の宇和島湾で校内ボートレース大会の練習をする宇東高生
写真下：宇和島湾で海用のコースタル艇で練習する水産高のボート部員たち

宇和島市の三浦湾で練習する宇東高ボート部員たち

［協　　力］宇和島東高等学校ボート部顧問　谷口治義
　　　　  　宇和島東高等学校ボート部ＯＢ会長　中川正人
　　　　  　宇和島東高等学校関係　監修　湖西成仁　
　　　　  　宇和島水産高等学校ボート部顧問　吉田 洋一
　　　　　  宇和島水産高等学校ボート部ＯＢ　佐々木瀧雄
　　　　　  佐川印刷株式会社
［参考資料］宇和島中学校端艇部創設１１０周年記念誌　『佐田の岬』
　　　　　  『論考　応援歌「思へば過ぎし」の成立をめぐって』
　　　　　  愛媛県立宇和島水産高等学校　創立 50 周年記念誌



３中学対抗競漕会での惨敗
　
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
４
月
に
開
校
さ

れ
た
愛
媛
県
尋
常
中
学
校
南
予
分
校
だ
が
、

同
32（
１
８
９
９
）年
に
は
本
校
が
松
山
中
学

校（
以
下
：
松
中
）と
な
り
、
南
予
と
東
予
の

分
校
は
独
立
改
称
し
て
、
と
も
に
生
徒
定
員

４
０
０
人
の
宇
和
島
中
学
校
（
以
下
：
宇
中
）、

西
条
中
学
校
（
以
下
：
西
条
中
）
と
な
っ
た
。

　
宇
中
発
足
時
、
学
校
に
は
ボ
ー
ト
は
１
艇

し
か
な
か
っ
た
。
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
実
施
す

る
に
は
、
最
低
で
も
２
艇
必
要
だ
。
そ
の
為
、

生
徒
た
ち
の
関
心
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
と
向

か
い
、
ボ
ー
ト
熱
は
衰
え
て
い
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
初
代
校
長
の
尾
田
信

直（
宇
和
島
出
身※

１
）帝
国
大
学
文
科
大
学
国

史
科
卒
業
）
は
、
自
身
が
師
事
し
た
木
下
廣

次（
の
ち
の
京
都
帝
国
大
学
初
代
総
長
）が
説

く
「
ボ
ー
ト
競
技
は
、
教
育
的
競
技
で
あ
っ

て
決
し
て
娯
楽
的
競
技
で
は
な
い
。
奮
い
起

こ
さ
せ
る
べ
き
士
気
は
、※

２
）
堪
忍
不
撓
の

精
神
と※

３
）
同
心
協
力
の
精
神
で
あ
る
」
と

い
う
考
え
に
基
づ
い
て
、
校
内
で
低
迷
し
て

い
た
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
再
開
す
る
べ
く
準
備

を
始
め
た
。

　
そ
う
し
て
、
明
治
33
（
１
９
０
０
）
年
６

月
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
新
艇
「
雪
輪
」
と
「
布

引
」
の
進
水
に
合
わ
せ
て
第
１
回
校
内
端
艇

競
漕
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
競
漕
会
が
今

日
ま
で
続
く
宇
東
高
校
内
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大

会
の
起
源
で
あ
る
。

　
明
倫
館
・
分
校
時
代
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が

「
大
会
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
学
校
行
事
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
こ
の

よ
う
に
宇
中
の
端
艇
競
漕
会
は
教
育
的
競
技

と
し
て
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
来
、
恒

　
会
場
と
な
っ
た
高
浜
沖
は
、
風
光
明
媚
な

名
勝
地
で
、
旧
高
浜
駅
近
く
の
桟
橋
前
を
ス

タ
ー
ト
し※

２
）
延
齢
館
下
、
小
説
『
坊
っ
ち

ゃ
ん
』
の
「
タ
ー
ナ
ー
島
」
の
モ
デ
ル
と
な

る
四
十
島
の
手
前
で
回
航
し
て
戻
る
、
往
復

８
０
０
㍍
の
コ
ー
ス
だ
っ
た
。

　
し
か
も
、
こ
の
日
の
校
内
競
漕
会
に
は
３

中
学
対
抗
レ
ー
ス
も
組
ま
れ
て
い
る
と
あ
っ

て
、
地
元
松
山
や
周
辺
郡
部
は
も
と
よ
り
今

治
や
西
条
か
ら
も
応
援
団
や
見
物
人
が
押
し

寄
せ
賑
わ
っ
た
。

　
午
後
か
ら
の
レ
ー
ス
は
、
宇
中
と
西
条
中

が
交
互
に
２
度
、
松
中
の
第
一
選
手
（
一
軍
）

　
　
　
　
と
第
二
選
手
（
二
軍
）
に
挑
ん
で

　
　
　
　
い
く
形
に
な
っ
た
。
結
果
は
松
中

　
　
　
　
の
４
連
勝
。
勝
敗
に
よ
っ
て
は
、

　
　
　
　
宇
中
と
西
条
中
の
対
戦
も
組
ま
れ

　
　
　
　
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
両
校
と
も

　
　
　
　
　
　

※

３
）
松
中
に
連
敗
し
て
終
わ
っ
た
。

例
の
学
校
行
事
と
し
て
主
に
樺
崎
沖
で
催
さ

れ
、
大
戦
に
よ
る
中
断
な
ど
は
あ
っ
た
も
の

の
、
新
制
高
等
学
校
と
な
っ
て
久
し
い
今
日

ま
で
継
承
さ
れ
、
大
会
が
１
１
０
回
以
上
に

及
ん
で
い
る
意
義
は
大
き
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
宇
中
の
第
１
回
校
内
競
漕
会

が
開
か
れ
た
翌
年
、
明
治
34
（
１
９
０
１
）

年
９
月
22
日
、
宇
中
と
西
条
中
の
独
立
２
校

が
松
中
の
校
内
競
漕
会
に
招
か
れ
、
３
校
対

校
レ
ー
ス
が
午
後
の
部
に
組
ま
れ
た
。
こ
れ

が
初
の
３
中
学
対
抗
競
漕
会
で
、
こ
こ
で
の

対
松
中
レ
ー
ス
の
宇
中
の
惨
敗
が
、
今
日
で

は
宇
東
高
ボ
ー
ト
部
の
応
援
歌
と
な
っ
て
い

る
「
思
へ
ば
過
ぎ
し
」
が
誕
生
す
る
契
機
と

な
る
。

※1）同期の卒業生のうち愛媛県人 13 人、その内宇和島からは中野重太郎（逍遥）ら 8人もいた。尚、帝国大学は明治 30（1897）年、東京帝国大学と改称した
※2）こらえてしのび、ひるまないこと　※3）心を一つにし、協力し合い、皆で団結して事にあたること

競漕会後の３中学選手（宇中クルーのユニフォームは胸にＵを、松中クルーは斜めの 3本
ラインが入っている）
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か
ん
に
ん
ふ
と
う

※2）「明治 25（1892）年７月 15 日－この日、子規は碧梧桐
          ・虚子とともに高浜の延齢館に赴き、その一室「雪の間」
　　  で競吟（せりぎん）を行った。  子規の『雪の間に小富士
　　  の風の薫りけり』という句は、この日のことを詠んだ句
　　  であろう（「伊予歴史文化探訪）
※3）応援歌「思へば過ぎし」の「あわれ二度（ふたたび）握
　　  られぬ」とは、宇中の選手が 松中の第一選手のみならず
　　  第二選手にまでも敗れたことを嘆いての句である

旧高浜駅旧高浜駅

九十九島→

延齢館延齢館

四十島
↓

ボートレースは
この辺りで行わ
れたと思われる

九十九島→九十九島→

現高浜駅現高浜駅

1903 年大日本帝国陸地測量部地形図 1999 年国土地理院地形図

『論考　応援歌「思へば過ぎし」の成立をめぐって』より　この地図は、時系列地形図閲覧サイト「今昔マップ on the web」（©谷　謙二）により作成

ボートレースは、このように行われたのであろうか
「坂の上の雲ミュージアム　地図からだどる松山の風景（明治・大正）」より
『論考　応援歌「思へば過ぎし」の成立をめぐって』

え
ん
れ
い
か
ん

し
じ
ゅ
う
し
ま



応援歌 「思へば過ぎし」 誕生
　
３
中
学
対
抗
競
漕
会
で
惨
敗
し
た

宇
中
選
手
団
は
松
山
の
宿
に
も
ど
る

汽
車
の
中
で
、
歓
喜
し
て
凱
歌
を
合

唱
す
る
松
中
生
徒
や
応
援
団
を
横
目

に
悲
嘆
に
く
れ
た
。

　
だ
が
、
そ
ん
な
宇
中
選
手
の
中
で

校
友
会
文
芸
部
の
委
員
も
つ
と
め
て

い
た
本
田
正
一
（
宇
中
４
期
）
は
、

こ
の
悔
し
さ
を
歌
に
し
よ
う
と
思
索

に
ふ
け
っ
て
い
た
。

　
翌
日
の
船
の
中
で
練
り
上
げ
た
起

承
転
結
の
詞
の
構
想
は
、
過
ぎ
去
っ

た
高
浜
沖
レ
ー
ス
か
ら
１
番
を
起
こ

し
、
２
番
・
３
番
は
敗
退
の
悲
歌
に

し
、
４
番
・
５
番
に
故
事
（
当
時
、

日
清
戦
争
後
の
三
国
干
渉
以
後
、
宿

敵
ロ
シ
ア
に
対
し
て※

１
）「
臥
薪
嘗
胆
」

が
叫
ば
れ
て
い
た
）
を
挿
入
し
つ
つ
、

自
身
の
心
境
と
覚
悟
を
重
ね
る
こ
と

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
６
番
以
降
が
今

後
の
こ
と
で
、
や
や
長
い
結
び
と
な

る
。
７
番
・
８
番
の
猛
暑
・
極
寒
で

の
試
練
を
挟
む
６
番
と
９
番
で
、「
四

百
の
健
男
児
」
に
「
人
に
遅
れ
て
恥

か
く
な
」
と
重
ね
て
檄
を
飛
ば
し
完

成
さ
せ
た
。

　
メ
ロ
デ
ィ
ー
は※

２
）第
一
高
等
学
校
（
＝

一
高
、
東
大
教
養
学
部
な
ど
の
前
身
）
の
寮

歌「
思
へ
ば
遠
し
神
の
御
代
」、
あ
る
い
は
そ

の
原
曲
で
あ
る※

３
）大
捷
軍
歌
「
海
城
の
逆

撃
」
の
譜
を
借
用
し
た
。

　
帰
校
後
、
一
気
呵
成
に
書
き
上
げ
た
と
言

わ
れ
る
こ
の
応
援
歌
の
作
詞
者
本
田
は
当
時
、

中
学
４
年
（
現
在
の
高
校
１
年
）
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
は
健
康
に
恵
ま
れ
ず
、
長
期
休
学
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
目
指
し
て
い
た
海
軍
兵
学

校
へ
の
入
校
は
身
体
検
査
で
不
合
格
と
な
っ

た
。
や
む
な
く
療
養
生
活
の
後
、
東
京
高
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
師
範
学
校
に
入
学
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
が
、
病
気
が
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
し
て
中
退
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
28
歳
の
若
さ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
眠
し
て
い
る
。

　
高
浜
沖
惨
敗
の
翌
年
、
明
治
35
（
１
９
０

　
　
　
　
２
）
年
、
汚
名
返
上
の
好
機
が
訪

　
　
　
　
れ
た
。
第
２
回
対
抗
競
漕
会
の
開

　
　
　
　
催
が
決
定
し
た
の
だ
。
期
日
は
10

　
　
　
　
月
21
日
。

　
　
　
　
　
今
度
は
樺
崎
で
の
宇
中
の
第
３

　
　
　
　
回
競
漕
会
に
松
中
ク
ル
ー
を
招
い

　
　
　
　
て
の
決
戦
で
あ
る
。
こ
の
レ
ー
ス

　
　
　
　
が
ど
の
よ
う
に
し
て
決
ま
っ
た
か

　
　
　
　
は
定
か
で
な
い
が
、
西
条
中
が
参

　
　
　
　
加
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
宇
中

　
　
　
　
か
ら
松
中
に
再
開
を
強
く
求
め
て

　
　
　
　
実
現
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
宇
中
は
、
こ
の
日
に
備
え
て
、

　
　
　
　
広
く
上
級
生
の
中
か
ら
８
人
を
選

　
　
　
　
抜
し
、
夏
休
み
に
入
る
と
松
中
卒

　
　
　
　
で
第
三
高
等
学
校
（
＝
三
高
、
京

　
　
　
　
都
大
学
の
前
身
）
端
艇
部
選
手
の

　
　
　
　
白
石
慶
太
郎
か
ら
指
導
を
受
け
、

　
　
　
　
体
力
、
精
神
面
に
加
え
、
科
学
的

　
　
　
　
で
本
格
的
な
漕
法
を
習
得
し
た
。

　
　
　
　
　
大
会
が
間
近
に
迫
っ
た
10
月
13

　
　
　
　
日
、
宇
中
端
艇
部
発
会
式
が
執
り

　
　
　
　
行
わ
れ
た
。
ま
さ
に
、
出
陣
式
を

　
　
　
　
兼
ね
た
創
部
と
な
っ
た
。

　
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
時
代
に
初
め
て
松
中

を
迎
え
て
の
競
漕
会
と
あ
っ
て
、
当
日
、
会

場
と
な
っ
た
樺
崎
の
お
台
場
は
、
押
し
寄
せ

た
大
観
衆
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
あ
ふ
れ
た
者

は
住
吉
山
の
山
頂
か
ら
観
戦
し
、
海
上
に
は

多
く
の
和
船
が
繰
り
出
し
て
、
お
台
場
沖
50

㍍
を
中
点
と
す
る
直
線
１
０
０
０
㍍
の
コ
ー

ス
を
挟
ん
で
陣
取
っ
た
。

　
両
校
の
ク
ル
ー
が
用
艇
「
雪
輪
」・「
布
引
」

に
乗
り
込
む
と
拍
手
と
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ

た
。
松
中
の
応
援
団
は
僅
か
に
10
人
余
り
。

昨
年
と
は
逆
で
、
大
観
衆
の
期
待
と
視
線
が

宇
中
ク
ル
ー
に
注
が
れ
た
。 

　
銃
声
一
発
、
白
煙
と
と
も
に
両
艇
ス
タ
ー

ト
を
切
る
。
レ
ー
ス
は
予
想
通
り
の
大
接
戦

と
な
っ
た
。
一
漕
ぎ
ご
と
に
僅
か
な
優
劣
を

く
り
返
し
な
が
ら
白
波
を
蹴
り
立
て
て
艇
は

進
ん
で
い
く
。
そ
の
均
衡
は
終
盤
８
０
０
㍍

を
過
ぎ
て
崩
れ
た
。
松
中
の
僅
か
な
オ
ー
ル

の
乱
れ
に
乗
じ
て
宇
中
が
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

を
か
け
、
宇
中
が
半
艇
身
差
を
つ
け
て
ゴ
ー

ル
。
そ
の
瞬
間
、
満
場
の
歓
声
が
沸
き
あ
が

り
、
九
島
に
ま
で
響
き
渡
っ
た
と
い
う
。

　
こ
う
な
る
と
、
今
度
は
松
中
が
復
讐
戦
を

挑
む
番
で
あ
る
。
校
長
会
で
半
ば
思
い
つ
き

で
始
ま
っ
た
対
抗
競
漕
会
だ
っ
た
が
、
こ
う

な
る
と
恒
例
化
す
る
し
か
な
い
。

　
翌
年
の
明
治
36
（
１
９
０
３
）
年
、
３
回

目
と
な
る
対
抗
競
漕
会
が
高
浜
沖
で
開
催
さ

れ
た
が
、
宇
中
が
５
艇
身
差
で
圧
勝
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
年
、
樺
崎
沖
で
予
定

さ
れ
て
い
た
対
抗
競
漕
会
が
急
き
ょ
中
止
さ

れ
た
。
結
局
、
宇
中
は
初
戦
敗
退
後
、
２
連

勝
の
ま
ま
、
そ
の
後
も※

３
）再
開
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

※1）「いつか必ず果たすと誓った目的」のために長い間、辛苦に耐えながら努力することを意味する故事成語である
※2）この寮歌と軍歌は同じメロディーで、本田がどちらを借用したかは不明だが、当時、寮歌の方はこの軍歌を現譜
　　  とする口伝であったことから、応援歌「思へば過ぎし」の元譜も大捷軍歌「海城の逆撃」であるといえる

本田 正一

※3）昭和 53（1978）年の松山東高等学校創立 100 周年記念ボートレース大会に宇中端艇部OBが招待され、松中端艇
　　  部 OB との対抗レースが実現した

■応援歌
「思へば過ぎし」

■宇東高体育祭
「思へば過ぎし」

2012年の宇東高校内ボートレース
100回記念大会では、※大石昌良さ
んが作詞、作曲して宇和島出身の
ミュージシャン「花れん」さんが
歌う「トビウオ」という素晴らし
い曲がつくられている。
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※

　﹁
思
へ
ば
過
ぎ
し
﹂︵
原
詞
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
歌
詞
︶

一
︑
思
へ
ば
過
ぎ
し
夏
の
末
　
　
　
伊
豫
の
小
富
士
の
眺
め
あ
る

　
　
高
浜
沖
に
催
せ
る
　
　
　
　
　
松
山
宇
和
島
西
条
の

二
︑
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
其
折
に
　
　
い
と
も
名
誉
の
光
あ
る

　
　
チ
ャ
ン
ピ
フ
ラ
グ
は
勝
山
に
　
あ
わ
れ
二
度
握
ら
れ
ぬ

三
︑
い
か
に
南
豫
の
覇
王
と
て
　
　
思
へ
ば
こ
こ
に
幾
年
か

　
　
誇
り
し
我
れ
も
甲
斐
な
し
や
　
あ
わ
れ
無
念
の
血
の
涙

四
︑
昔
越
王
勾
践
は
　
　
　
　
　
　
受
け
し
恥
辱
を
雪
が
ん
と

　
　
月
や
花
に
は
目
も
く
れ
で
　
　
薪
に
伏
し
つ
胆
を
な
め

五
︑
努
め
励
み
し
甲
斐
あ
り
て
　
　
や
が
て
来
に
け
り
会
稽
の

　
　
山
よ
り
高
き
其
誉
　
　
　
　
　
幾
千
代
ふ
る
も
残
る
な
り

六
︑
あ
あ
起
て
四
百
の
健
男
児
　
　
起
つ
べ
き
時
は
此
時
よ

　
　
人
に
遅
れ
て
恥
か
く
な
　
　
　
熱
血
あ
ふ
る
る
健
男
児

七
︑
よ
し
や
炎
熱
赫
赫
と
　
　
　
　
金
石
と
か
す
夏
の
日
も

　
　
オ
ー
ル
を
鉾
と
心
得
て
　
　
　
鍛
へ
や
鍛
へ
此
の
腕
を

八
︑
よ
し
や
寒
風
凛
烈
と
　
　
　
　
流
水
凍
る
冬
の
日
も

　
　
オ
ー
ル
を
鉾
と
心
得
て
　
　
　
鍛
へ
に
鍛
へ
此
の
腕
を

九
︑
起
て
起
て
四
百
の
健
男
児
　
　
起
つ
べ
き
時
は
此
の
時
よ

　
　
人
に
遅
れ
て
恥
か
く
な
　
　
　
熱
涙
あ
ふ
る
る
健
男
児

ふ
た 

た
び 

に
ぎ

い
く
と
せ

す
す

た
き
ぎ　
　
ふ　
　
　
　
　
き
も

か
い
け
い

そ
の
ほ
ま
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

い
く  

ち     

よ

え
つ 

お
う 

こ
う 

せ
ん

た 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

た

た

か
く
か
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
せ
き

か
ん  

ぷ
う 

り
ん
れ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
お

た　
　

  

た 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

※現在は、「チャンピオンフラグ」と歌われている。

ほ
こ

ほ
こ

※

た
い
し
ょ
う

が
し
ん
し
ょ
う
た
ん

※3）山田源一郎が編纂した全 7編の軍歌集

※P2 ～ 3 参照



「宇和島の年中行事」 となった校内端艇競漕会
　
明
治
期
末
の
宇
中
の
新
入
生
は
、

上
級
生
同
乗
の
上
、
初
歩
か
ら
漕

艇
訓
練
を
受
け
、
ボ
ー
ト
は
「
校

技
」
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
加
え
て
、
大
正
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
の
校
内
端
艇
競

漕
会
は
一
学
校
行
事
の
枠
を
超
え

て
「
宇
和
島
の
年
中
行
事
」
と
な

っ
て
い
た
。

　
競
漕
会
の
当
日
は
、
早
朝
か
ら

町
村
民
が
樺
崎
に
殺
到
し
て
海
岸

は
人
で
埋
ま
り
、
海
上
に
防
波
堤

の
よ
う
に
並
ん
だ※

１
）
団
平
船
の

上
ま
で
も
人
だ
か
り
で
沸
き
立
ち
、
停
泊
中

の
汽
船
が
汽
笛
を
鳴
ら
す
中
、
艶
や
か
に
着

飾
っ
た
女
性
た
ち
も
和
船
に
乗
っ
て
観
戦
し

た
。
ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
来
賓
競
漕
に

は
大
阪
朝
日
新
聞
社
寄
贈
の
真
紅
の
大
優
勝

旗
が
あ
り
、
青
年
団
、
会
社
、
官
公
庁
ま
で

　
宇
中
の
全
国
優
勝
が
相
乗
効
果
を
生
ん
だ
。

同
年
、
隅
田
川
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
全
日

本
選
手
権
競
漕
大
会
で
大
浦
青
年
団
が
宇
和

島
代
表
と
し
て
出
漕
し
優
勝
し
た
。
更
に
翌

年
の
第
２
回
大
会
に
は
新
田
青
年
団
が
同
じ

く
優
勝
し
、
宇
和
島
の
青
年
団
が
連
覇
を
成

し
遂
げ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
正
期
末
に
は
、
宇
中
の

校
内
端
艇
競
漕
会
の
盛
り
上
が
り
と
と
も
に
、

宇
中
に
加
え
青
年
団
ク
ル
ー
の
競
漕
技
量
を

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
へ
と
昇
華
さ
せ
た
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
、「
昭
和
の
初
め
は
、
混
濁
の
時
代

で
あ
っ
た
」
と
応
援
歌
の
歌
碑
に
刻
ま
れ
て

い
る
よ
う
に
、
宇
中
の
再
度
の
全
国
優
勝
は

遠
の
い
た
。

　
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
の
夏
の
こ
と
で

あ
る
。
連
日
猛
練
習
に
励
む
宇
中
ク
ル
ー
の

願
い
に
応
え
て
、
宇
中
端
艇
部
に
も
う
一
つ

の
応
援
歌
が
生
ま
れ
た
。
宇
中
３
代
目
の※

２
）

配
属
将
校
、
徳
本
光
信
の
作
詞
に
よ
る
「
佐

田
の
岬
」
で
あ
る
。

※1）幅が広く底を平たく頑丈につくった和船で重量物の近距離輸送に用いられていた

だ
ん
べ
い
ぶ
ね

（ボートレース大会）

（写真上）第 16 回校内端艇競漕会での 4年生（大正９年５月 30 日）
（写真下）九島蛤で開催されている現在の校内ボートレース大会の様子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年７月４日）

第24 回校内端艇競漕会の樺崎の様子（昭和３年６月３日）

第 23 回琵琶湖全国大会優勝記念写真（大正 14 年 8月 3日　長等神社にて）

　
　
　
　
　
　
　
　
が
出
漕
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
に
入
る
と
午
前

　
　
　
　
　
　
　
　
に
校
友
会
各
部
（
剣
道
、

　
　
　
　
　
　
　
　
柔
道
、
相
撲
、
庭
球
、

　
　
　
　
　
　
　
　
山
岳
な
ど
）
と
同
郷
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鬼
北
、
西
宇
和
、
東
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
和
、
城
南
、
城
東
、
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
宿
な
ど
）
の
レ
ー
ス
が

　
　
　
　
　
　
　
　
組
ま
れ
競
漕
会
は
日
没

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
大
会
は
現
在
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
「
校
内
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
」
と
名
を
変
え
、

例
年
７
月
に
九
島
蛤
の
海
岸
で
開
催
さ
れ
、

昨
年
で
１
１
１
回
を
数
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
明
治
期
よ
り
続
く
校
内
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
は
全
国
的
に
も
極
め
て
珍
し
く
、

ま
さ
に
宇
東
高
の
歴
史
と
伝
統
の
象
徴
と
言

え
る
貴
重
な
学
校
行
事
だ
。
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て
る
の
ぶ

　
樺
崎
で
の
競
漕
会
の
盛
り
上
が
り
と
と
も

に
宇
中
端
艇
部
ク
ル
ー
の
技
量
も
充
実
し
て

い
っ
た
。
大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
の
全
国

中
等
学
校
優
勝
競
漕
会
（
琵
琶
湖
全
国
大
会
）

に
初
出
場
し
、
手
ご
た
え
を
得
る
と
、
同
13

年
に
宇
中
の
校
医
に
な
っ
た
金
成
鉄
夫
が
端

艇
部
の
指
導
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
こ
と
で
、

更
に
力
を
つ
け
て
い
っ
た
。
金
成
は
、
京
都

帝
国
大
学
医
学
科
の
元
漕
艇
選
手
で
固
定
席

艇
漕
法
の
権
威
者
と
し
て
し
ら
れ
て
い
た
。

　
宇
中
念
願
の
全
国
大
会
初
優
勝
は
、
そ
の

翌
年
、
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年
８
月
２
日

の
こ
と
で
あ
る
。
金
成
も
同
行
す
る
万
全
の

体
制
で
臨
ん
だ
第
23
回
琵
琶
湖
全
国
大
会
決

勝
戦
は
、
２
位
の
丸
亀
中
に
５
艇
身
の
差
を

つ
け
る
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
つ
け
て
の
初

優
勝
だ
っ
た
。

※誌面の都合で１番だけ紹介する

　
応
援
歌
﹁
佐
田
の
岬
﹂

　
　
　
　
　
　
作
詞
　
徳
本
光
信

一
︑
佐
田
の
岬
に
沈
み
ゆ
く

　
　
燃
ゆ
る
夕
日
を
背
に
浴
び
て

　
　
夕
靄
こ
む
る
宇
和
島
の

　
　
紺
碧
の
海
音
立
て
て

　
　
漕
ぐ
や
オ
ー
ル
の
音
高
く

　
　
鉄
腕
う
な
る
ボ
ー
ト
マ
ン

も
や

※2）大正 14（1925) 年公布の陸軍現役将校学校配属令により、全国の中学校以上の学校に配置された旧日本陸軍の現役将校。
　　  学校での軍事教練の指導教官である

し
ん
で
ん

■応援歌「佐田の岬」



　
昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
７
月
、
突
如
宇

中
に
悲
報
が
届
い
た
。
文
部
省
が
非
常
時
を

理
由
に
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
的
催
し
を
禁
止
し

た
た
め
、
全
国
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
で
、
再
度
の
全
国
優
勝
は
幻
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
に
勃
発
し
た
太
平

洋
戦
争
は
、
部
活
動
の
み
な
ら
ず
学
校
生
活

を
も
奪
い
去
っ
て
い
く
。

　
昭
和
19
（
１
９
４
４
）
年
に
な
る
と
、
上

級
生
か
ら
順
に
軍
需
工
場
な
ど
に
動
員
さ
れ
、

恒
例
の
校
内
端
艇
競
漕
会
も
実
施
で
き
な
く

な
っ
た
。

　
そ
し
て
翌
年
、
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年

の
７
月
、
空
襲
に
よ
り
宇
中
の※

１
）
フ
ィ
ッ

ク
ス
全
６
艇
が
艇
庫
も
ろ
と
も
灰
燼
に
帰
し

た
の
で
あ
る
。

　
終
戦
直
後
、「
６
・
３
・
３
・
４
制
」の
新

学
制
が
発
足
し
、
旧
制
の
宇
中
は
第
一
高
等

学
校
を
経
て
宇
東
高
に
移
行
し
た
。
し
か
し
、

端
艇
部
（
ボ
ー
ト
部
）
の
再
建
は
遅
れ
た
。

そ
も
そ
も
、
艇
も
艇
庫
も
皆
無
と
い
う
ゼ
ロ

か
ら
の
再
出
発
だ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
宇
中
端
艇
部
Ｏ
Ｂ
の
大

塚
栄
治
郎（
26
期
）は
、※

２
）
宇
和
島
漕
艇
連

盟
（
以
下
：
連
盟
）
の
立
ち
上
げ
に
動
い
て

い
た
。
大
塚
は
全
国
初
優
勝
の
ク
ル
ー
の
一

人
で
、
宇
中
の
全
国
優
勝
の
頃
は
全
市
を
挙

げ
て
の
熱
狂
的
な
ボ
ー
ト
熱
が
あ
り
、
大
浦

・
新
田
青
年
団
の
全
国
優
勝
へ
と
繋
が
っ
た

経
緯
か
ら
、
宇
和
島
市
民
の
ボ
ー
ト
熱
の
高

揚
が
端
艇
部
隆
盛
の
早
道
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
た
。
彼
の
意
志
は
後
輩
で
あ
る
三
原
卓

蔵
（
27
期
）
や
藤
田
定
吉
（
28
期
）
に
引
継

が
れ
て
、
同
25
（
１
９
５
０
）
年
の
創
立
と

「競漕王国宇和島」の復活

し
ん
で
ん

な
っ
た
。

　
連
盟
の
事
業
の
一
番
は
、
寄
附
お
よ
び
募

金
活
動
。
の
ち
に
は
相
当
の
額
が
集
ま
り
、

社
会
人
ク
ル
ー
の
育
成
に
加
え
、
宇
東
高
ボ

ー
ト
部
を
支
援
す
る
余
裕
も
で
き
た
。
そ
の

面
で
は
、
同
部
の
後
援
会
的
役
割
を
果
た
し

た
と
言
え
る
。

　
宇
東
高
が
待
望
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
新
艇
２
艇

（「
白
鳩
」・「
雁
」）
を
獲
得
し
た
の
は
、
連
盟

創
立
２
年
目
の
昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
の

こ
と
で
、
早
速
同
年
11
月
25
日
に
は
、
樺
崎

で
の
校
内
端
艇
競
漕
会
（
校
内
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
大
会
）
が
復
活
し
て
い
る
。
宇
東
高
ボ
ー

ト
部
の
全
国
初
優
勝
は
、
そ
の
翌
年
、
昭
和

27
（
１
９
５
２
）
年
８
月
17
日
、
全
日
本
高

校
漕
艇
選
手
権
大
会
（
琵
琶
湖
全
国
高
校
競

漕
大
会
）
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
完
全
復
活
を
遂
げ
た
宇

東
高
ボ
ー
ト
部
の
そ
の
後
の
快
進
撃
と
、
宇

　
フ
ィ
ッ
ク
ス
艇
は
長
年
、
競
技
艇
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
48
（
１
９
７
３
）

年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
三
重
大
会
を
最
後
に
廃

止
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
最
後
の
優
勝
校
で
あ

る
宇
東
高
に
そ
の
優
勝
旗
が
授
与
さ
れ
、
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
同
校
で
は
、
昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
、

　
　
　
　
創
立
90
周
年
記
念
の
一
環
で
、
昭

　
　
　
　
和
40
（
１
９
６
５
）
年
に
桑
名
造

　
　
　
　
　
船
（
滋
賀
県
）
で
造
ら
れ
た
３

　
　
　
　
　
　
艇
の
内
、「
鬼
ヶ
城
」
の
保
管

　
　
　
　
　
　
が
決
ま
っ
た
。
以
降
、
宇
東

　
　
　
　
　
　
　
高
卓
球
場
裏
に
保
管
（
永

　
　
　
　
　
　
　
久
保
管
）
さ
れ
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
卓
球
場
の
解
体
、
新
卓
球

　
　
　
　
　
　
　
　
場
の
竣
工
が
決
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
ま
ず
レ
プ
リ
カ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
ろ
う
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
り
、
令
和
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
２
０
２
１
）
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
25
日
、
同
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
お
披
露
目
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
作
は
、
実
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
建
造
し
た
桑
名
造

　
　
　
　
　
　
　
　
船
が
あ
た
り
、
10
分
の

　
　
　
　
　
　
　
１
の
サ
イ
ズ
で
精
巧
に
再

　
　
　
　
　
　
　
現
さ
れ
て
い
る
。

新艇庫前に係留された新艇「雁」（左）と「白鳩」（右）

※2）大半が宇中端艇部ＯＢで組織された（会長：宮本吉太郎、副会長：三原卓蔵、新津三郎）

フィックス艇 「鬼ヶ城」

※フィックス艇「鬼ヶ城」の現物（左の写真）は、現在、宇東高内の校史資料館横に保管され、レプリカは、宇東高本館に展示してある
11    つなぐ　2024新春号

か
り
が
ね

東
高
に
永
久
保
存
と
な
っ
た
フ
ィ
ッ
ク
ス
大

優
勝
旗
な
ど
を
象
徴
と
す
る
幾
多
の
栄
光
の

記
録
は
、
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
も
う
一
つ
心
に
留
め
て
お
き
た

い
こ
と
が
あ
る
。
宇
中
・
宇
東
高
の
「
校
技
」

ボ
ー
ト
の
伝
統
が
、
こ
の
小
さ
な
地
方
都
市
、

宇
和
島
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た

と
い
う
歴
史
上
の
事
実
で
あ
る
。

　
将
来
も
、
そ
の
よ
う
に
あ
っ
て
欲
し
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
、
宇
東
高
ボ
ー
ト
部
後

援
会
発
行
の
記
念
誌
『
佐
田
の
岬
』
か
ら
、

次
の
一
文
を
こ
こ
に
載
せ
て
お
き
た
い
。

た
か

ぞ
う

※1）座席が固定されたローイングボートで、和船を改造した日本
　　  オリジナルの艇で、500kg ほどある頑丈な大型艇。クルーは
　　  7 人（漕手 6人、舵手１人）

※3）原尚（宇中 12 期）は当時の宇中端艇部々長で琵琶湖遠征クルーの引率教員。のちの宇東高初代校長である

「
勝
っ
た
の
は
金
成
先
生
の
お
か
げ
だ
ぞ
」と

異
口
同
音
、
選
手
は
確
か
め
合
っ
た
。
確
か

に
、
金
成
鉄
夫
の
お
か
げ
で
選
手
は
、「
果
然

練
習
に
練
習
を
重
ね
熟
練
に
熟
練
を
積
ま
れ

て
い
っ
た※

３
）（
原
尚
）」。
そ
の
卓
越
し
た

漕
法
の
伝
授
な
く
し
て
優
勝
は
あ
り
得
な
か

っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
夏

季
休
暇
に
帰
省
し
て
指
導
に
あ
た
っ
た
Ｏ
Ｂ
、

大
浦
で
歓
送
競
漕
会
を
催
し
、
樺
崎
埠
頭
で

激
励
し
見
送
っ
た
青
年
団
や
校
友
、
そ
の
保

護
者
や
有
志
市
民
、
大
阪
で
出
迎
え
盛
大
に

歓
迎
し
琵
琶
湖
上
に
応
援
旗
を
翻
し
た
京
阪

神
在
住
の
応
援
団
、
こ
れ
ら
幾
多
の
人
々
の

胸
中
は
皆
、
選
手
が
「
今
年
こ
そ
は
」
と
誓

い
合
う
心
と
一
致
し
協
和
し
て
い
た
。
だ
か

ら
こ
そ
選
手
の
意
気
は
高
揚
し
、
養
わ
れ
た

「
実
力
は
自
信
を
生
み
、
自
信
は
敵
を
呑
み
、

競
う
て
正
々
僥
倖
を
願
わ
ず
、
堂
々
た
る
勝

利
を
得
る
に
至
っ
た
（
原
尚
）」
の
で
あ
る
。

第 23 回琵琶湖全国大会での初優勝（大正 14 年８月２日）の文章から抜粋

おに　   が    じょう



水産課程のあった

宇和島南高等学校時代にボート部誕生
　
愛
媛
県
立
宇
和
島
水
産
高
等
学
校
（
以
下

：
宇
水
高
）
の
前
身
の
愛
媛
県
立
水
産
学
校

（
定
員
50
名
）
は
、
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年

４
月
に
漁
業
科
の
み
３
年
制
の
学
校
と
し
て

創
立
さ
れ
、
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
愛

媛
県
立
水
産
高
等
学
校
に
変
更
さ
れ
る
が
、

翌
年
の
高
等
学
校
再
編
成
に
伴
い
、
愛
媛
県

立
宇
和
島
南
高
等
学
校
（
以
下
：
宇
南
高
）

水
産
課
程
と
な
る
。
そ
し
て
、
昭
和
30
（
１

９
５
５
）
年
、
宇
水
高
と
し
て
独
立
す
る
。

　
宇
水
高
、
創
立
50
周
年
記
念
誌
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
昭
和
30
年
の
「
宇
和
島
南
高
校
新

聞
」
の
記
事
に
よ
る
と
、
同
年
７
月
に
宇
和

島
樺
崎
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
県
漕
艇
選
手
権

大
会
に
出
場
し
た
女
子
ナ
ッ
ク
ル
、
男
子
フ

ィ
ッ
ク
ス
と
も
に
優
勝
し
、
８
月
に
福
島
県

で
開
催
さ
れ
た
日
本
漕
艇
選
手
権
大
会
で
も

女
子
が
３
位
、
男
子
も
５
位
入
賞
を
果
た
し

て
い
る
。
更
に
記
事
に
は
、

「
本
校
に
端
艇
部
が
設
置
さ
れ
た
の
は
昨
年

４
月
の
こ
と
で
、
女
子
ク
ル
ー
は
本
年
度
新

設
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

彼
等
は
、
五
十
年
の
伝
統
を
有
す
る
ボ
ー
ト

王
国
宇
和
島
の
名
に
恥
じ
な
い
ボ
ー
ト
マ
ン

と
な
る
べ
く
、
本
年
４
月
希
望
に
燃
え
て
入

部
し
た
。
全
員
新
人
で
あ
っ
た
。
各
選
手
と

も
た
だ
夢
中
で
オ
ー
ル
を
握
り
し
め
た
。

―

中
略―

　
彼
ら
の
中
の
あ
る
選
手
は
語
る

私
の
浅
い
経
験
か
ら
い
っ
て
も
練
習
に
勝
る

も
の
は
何
も
な
い
と
思
う
。
相
手
が
強
い
の

は
、
そ
れ
は
私
達
以
上
に
練
習
し
て
い
る
か

ら
だ
と
思
っ
て
練
習
し
て
い
る
。
私
達
の
練

習
の
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
こ
と
ろ
は
、〝
試
合

前
、
慌
て
て
行
う
練
習
で
は
な
く
、
少
し
ず

　
生
徒
数
が
少
な
い
宇
水
高
で
は
、
当
然
ボ

ー
ト
部
員
も
少
な
く
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
艇
で
練

習
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、※

２
）
ナ
ッ
ク

ル
艇
が
主
だ
っ
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
が
現
役
当
時
、
ナ
ッ
ク
ル
艇

で
出
場
し
た
県
総
体
で
は
僅
差
で
宇
東
高
に

負
け
た
が
、
国
体
予
選
で
は
宇
東
高
勝
っ
て

県
代
表
と
し
て
国
体
に
出
場
し
た
。
宇
水
高

の
ナ
ッ
ク
ル
艇
は
佐
々
木
さ
ん
が
卒
業
後
も

４
〜
５
年
は
強
か
っ
た
と
い
う
。

「
国
体
と
言
え
ば
、
宇
水
高
は
実
習
船
に
乗

ら
ん
と
い
け
ん
で
し
ょ
う
。
で
も
、
い
か
に

　
　
　
　
　
　
国
体
と
言
う
て
も
実
習
と
重

　
　
　
　
　
　
な
っ
た
ら
他
の
者
が
出
ん
と

　
　
　
　
　
　
い
け
ん
の
で
、
そ
し
た
ら
勝

　
　
　
　
　
　
負
に
な
ら
ん
で
、
参
加
す
る

　
　
　
　
　
　
だ
け
に
な
る
ん
よ
な
」

　
　
　
　
　
　
　
当
時
の
宇
水
高
ボ
ー
ト
部

　
　
　
　
　
　
の
練
習
は
、
学
校
横
か
ら
出

　
　
　
　
　
　
艇
し
て
、
主
に
九
島
沖
の
海

　
　
　
　
　
　
で
練
習
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
「
今
で
は
、
い
い
思
い
出
や
け

　
　
　
　
　
　
ど
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
艇
で
沖
に

　
　
　
　
　
　
出
た
時
、
た
ま
に
近
く
の
灯

　
　
　
　
　
　
台
で
女
の
子
を
乗
せ
て
漕
い

　
　
　
　
　
　
だ
り
し
よ
っ
た
な
」
と
話
し

　
　
　
　
　
　
て
く
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
以
降
も
宇
水
高
の
ボ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
部
は
少
数
精
鋭
な
が
ら
活
動

　
　
　
　
　
　
は
続
き
、
平
成
４
年
、
吉
田

　
　
　
　
　
　
洋
一
教
諭
が
宇
水
高
ボ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
部
の
顧
問
に
な
る
。

この写真は、記念誌には「インターハイ３位」とだけキャプションがある
が、日本漕艇選手権のことなのかどうか不明

つ
で
も
僅
か
で
も
練
習
し
体
を
鍛
え
て
お
く
〞

と
い
う
こ
と
で
、
云
わ
ば
砂
を
積
み
上
げ
て

富
士
を
築
く
ア
リ
で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

　
宇
水
高
の
9
期
卒
業
で
ボ
ー
ト
部
Ｏ
Ｂ
の

佐
々
木
瀧
雄
さ
ん
（
75
歳
）
の
山
小
屋
に
は

ボ
ー
ト
部
Ｏ
Ｂ
や
仲
間
が
お
集
ま
り
に
な
ら

れ
て
い
て
、
現
役
時
代
の
お
話
が
聞
け
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
入
学
当
初
、
バ
レ
ー
部
に

入
部
し
て
い
た
が
、
何
故
か
担
任
か
ら
「
お

前
は
ボ
ー
ト
部
に
入
れ
」
と
言
わ
れ
ボ
ー
ト

部
に
移
っ
た
。

「
当
時
は
、
他
の
部
に
移
り
た
い
言
う
た
ら
、

先
輩
か
ら※

１
）シ
ワ
カ
レ
よ
っ
た
け
ん
、
私

は
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
も
ん
や
け
ん
、
何
事

も
な
く
ボ
ー
ト
部
に
移
れ
た
ん
よ
」

宇和島南高校新聞（昭和 30 年９月 20 日）
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※1）叩かれる

※2）底の形が拳（ナックル）に似ていることから名付けられたボートの一種で、4人漕ぎ、舵手つきの規格艇で、
　　  競技普及のために考案された日本独自の艇



バスで 1時間もかかる鹿野川ダムへ

なかなかボートには乗れない練習環境

　
鹿
野
川
ダ
ム
は
、
少
雨
の
影
響
で
ダ
ム
湖

の
水
が
例
年
に
な
く
少
な
い
状
態
が
続
い
て

い
る
。
宇
東
高
の
ボ
ー
ト
部
顧
問
、
谷
口
治

義
先
生
に
よ
る
と
、
例
年
に
比
べ
て
水
面
が

20
ｍ
程
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
艇
庫
か
ら

ボ
ー
ト
を
下
ろ
す
だ
け
で
も
一
苦
労
だ
。

　
宇
中
創
設
当
初
、
ボ
ー
ト
が
衰
退
し
た
状

況
の
中
、
初
代
校
長
の
尾
田
信
直
は
『
校
友

会
雑
誌
10
号
』（
明
治
35
〈
１
９
０
２
〉
年
）

の
中
で
、「
ボ
ー
ト
競
技
は
、
教
育
的
競
技

で
あ
っ
て
決
し
て
娯
楽
的
競
技
で
は
な
い
」

「
振
作
す
べ
き
士
気
は
二
つ
あ
る
。
即
ち※

１
）

堪
忍
不
撓
の
精
神
と※

２
）
同
心
協
力
の
精
神

で
あ
る
」
と
説
い
て
、
校
内
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

大
会
を
再
開
さ
せ
た
。

　
近
年
、
高
等
学
校
の
部
活
動
は
指
導
者
不

足
、
少
子
化
、
部
活
動
の
時
間
等
の
課
題
に

直
面
し
て
い
る
が
、
ボ
ー
ト
部
の
運
営
は
、

そ
れ
ら
に
加
え
、
高
額
な
ボ
ー
ト
の
確
保
、

練
習
環
境
の
確
保
や
整
備
等
々
、
人
的
、
経

済
的
な
負
担
は
、
よ
り
大
き
い
。

　
こ
れ
ら
を
支
え
て
い
る
の
が
、
顧
問
、
保

護
者
会
、Ｏ
Ｂ
、
後
援
会
の
方
々
の
熱
意
と
情

熱
だ
と
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
感
じ
た
。

　
間
近
に
海
が
あ
る
宇
和
島
な
の
で
、
ボ
ー

ト
の
練
習
環
境
と
し
て
は
恵
ま
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

ボ
ー
ト
競
技
（
ロ
ー
イ
ン
グ
）
は
静
水
直
線

コ
ー
ス
で
競
わ
れ
る
た
め
、
艇
も
そ
れ
を
前

提
に
設
計
さ
れ
て
い
る
（
海
用
の
ボ
ー
ト
や
、

海
で
の
新
競
技
も
生
ま
れ
て
は
い
る
が
大
会

自
体
は
ダ
ム
湖
や
湖
で
開
催
さ
れ
る
）。
そ
の

た
め
、
宇
東
高
、
宇
水
高
と
も
に
近
隣
に
適

当
な
場
所
が
な
い
た
め
、
も
っ
ぱ
ら
鹿
野
川

ダ
ム
（
大
洲
市
）
で
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
宇
東
高
の
ボ
ー
ト
部
は
、
現
在
艇
庫
は
宇

和
島
市
三
浦
に
艇
庫
が
あ
り
、
夏
場
は
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
良
け
れ
ば
三
浦
湾
内
で
ボ
ー

ト
を
漕
い
で
練
習
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
普

段
は
エ
ル
ゴ
と
呼
ば
れ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
で
の
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
中
心
で
、

週
末
の
午
前
中
、
鹿
野
川
ダ
ム
で
ボ
ー
ト
に

乗
っ
た
練
習
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
宇
水
高
も
宇
東
高
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
状

況
だ
が
、
学
校
の
横
が
海
な
の
で
、
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
が
良
け
れ
ば
来
村
川
河
口
で
ボ
ー

ト
を
漕
ぐ
こ
と
も
あ
る
が
、
普
段
は
週
末
に

鹿
野
川
ダ
ム
で
練
習
を
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
両
校
の
ボ
ー
ト
部
顧
問
の
先

生
方
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
部
員
を
乗
せ
て

往
復
で
約
２
時
間
か
け
て
鹿
野
川
ダ
ム
ま
で

出
向
い
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
３
日
（
日
）
に
取
材
に
伺
っ
た

時
は
、
９
時
過
ぎ
に
は
宇
水
高
の
ボ
ー
ト
部

顧
問
、
田
中
佑
哉
先
生
以
下
部
員
の
皆
さ
ん

は
準
備
を
始
め
て
い
た
。
宇
東
高
は
、
野
村

町
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
10
時
過
ぎ
に
到
着
し
た
。

❶鹿野川ダムで練習する宇水高の選手たち　❷鹿野川ダムにある共同の艇庫から台車に乗ったボートを運び出す宇東高の選手たち　❸艇庫から出したボートを
艇庫下のスロープでリギングと呼ばれる調整をする宇水高の選手　❹備え付けの桟橋から出艇する宇東高の選手　❺通常は黄〇のあたりから出艇するが、取材
時は約 20ｍほど水面が下がっていたので、練習後も急な斜面をボートを担いで艇庫まで行かなければならなかった

※1）こらえてしのび、ひるまないこと　※2）心を一つにし、協力し合い、皆で団結して事にあたること

❶ ❷

❸ ❹ ❺
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か
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と
う



宇和島東高等学校ボート部顧問　谷口治義
　
も
と
も
と
、
海
や
山
と
い
っ
た
自
然
を
楽

し
む
こ
と
が
好
き
で
、
宇
東
高
在
学
時
も
登

山
部
を
選
ん
だ
。
当
時
は
、
部
活
動
と
は
別

に
ク
ラ
ブ
活
動
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
水
の

上
の
競
技
と
い
う
こ
と
で
ボ
ー
ト
を
選
択
し
、

宇
和
島
湾
で
フ
ィ
ッ
ク
ス
艇
な
ど
を
漕
い
だ

経
験
が
あ
る
。

「
本
当
は
、
大
学
で
は
学
術
探
検
部
に
入
る

つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
気
が
つ
い
た
ら

ボ
ー
ト
部
に
入
部
し
て
い
た
、
と
い
う
感
じ

で
す
。
た
だ
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
ボ
ー

ト
を
選
ぶ
の
は
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
が
、

東
高
に
は
校
内
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
が
あ
り
、

歴
史
や
伝
統
に
培
わ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
み
た
い
な

も
の
が
在
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
（
私
を
含
め

宇
東
高
同
期
で
５
人
ほ
ど
大
学
か
ら
ボ
ー
ト

を
始
め
て
い
ま
す
）。
練
習
は
、
き
つ
か
っ

た
で
す
が
、
監
督
が
い
な
か
っ
た
の
で
自
分

た
ち
で
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
、
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
い
部
活
で
し
た
。
そ
う
し
て

大
学
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
ス
ポ

ー
ツ
系
の
資
格
も
取
っ
た
り
し
て
、
よ
り
科

学
的
な
見
地
か
ら
ボ
ー
ト
を
見
る
こ
と
が
出

来
、
今
の
指
導
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」

　
そ
し
て
、
教
員
２
校
目
で
宇
東
高
に
赴
任

し
、
ボ
ー
ト
部
の
顧
問
に
な
っ
た
。
井
手
勝

敏
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
顧
問
を
つ
と
め
た
こ

と
で
多
く
を
学
び
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
。

　
さ
ら
に
、「
若
か
っ
た
の
も
あ
り
ま
す
が
、

Ｏ
Ｂ
の
河
野
藤
夫
さ
ん（
故
人
）の
協
力
を
得

て
、
宇
中
時
代
（
創
部
）
か
ら
の
部
員
名
簿

を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
つ
く
づ
く

歴
史
と
伝
統
が
あ
る
ボ
ー
ト
部
を
任
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

ま
し
た
」

　
そ
の
後
、
今
治
北
高
、
松
山
北
高
で
ボ
ー

ト
部
の
顧
問
を
つ
と
め
、
宇
東
高
に
は
二
度

目
の
赴
任
と
な
る
。

「
ボ
ー
ト
の
普
段
の
練
習
や
大
会
は
鹿
野
川

ダ
ム
や
今
治
市
の
玉
川
ダ
ム
で
し
か
行
わ
れ

な
い
の
で
、
ど
こ
か
他
の
場
所
や
、
他
県
の

ク
ル
ー
と
レ
ー
ス
が
で
き
た
ら
楽
し
い
で
す

よ
ね
。
そ
の
た
め
に
全
国
大
会
を
目
指
す
。

外
の
世
界
を
体
験
す
る
こ
と
で
競
技
の
面
白

さ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

更
に
上（
世
界
）を
目
指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
部
員
が
現
れ
て
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
（
モ

ッ
ト
ー
：「
強
く
な
る
こ
と
は
楽
し
く
な
る

こ
と
」）。
部
員
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が

役
目
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
様
々

な
価
値
観
を
持
っ
た
部
員
が
い
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
さ
ら
に
部
活
動
と
の
関
り
つ
い
て
聞
く
と

「
部
活
動
は
、
部
員
の
３
年
間
を
見
通
し
た

指
導
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
あ
ま

り
休
む
暇
は
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
続
け

ら
れ
て
い
る
の
は
、「
勝
っ
て
喜
び
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
。
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
っ
て
あ
げ

　
　
　
　
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
か

　
　
　
　
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何

　
　
　
　
よ
り
部
員
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
活

　
　
　
　
動
し
、
一
人
で
も
多
く
、
ボ
ー
ト

　
　
　
　
を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
く

　
　
　
　
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
私
の
モ
チ
ベ
ー

　
　
　
　
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　
　
　
　
　
現
在
、
宇
東
高
の
ボ
ー
ト
部
は
、

　
　
　
　
平
日
は
マ
シ
ン
を
使
っ
た
陸
上
ト

　
　
　
　
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
、
週
末
に
鹿
野

　
　
　
　
川
ダ
ム
ま
で
行
っ
て
ボ
ー
ト
を
漕

　
　
　
　
い
で
い
る
が
、
ボ
ー
ト
部
の
活
動

　
　
　
　
は
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
よ
う
な

　
　
　
　
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
に
、

　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
目
に
触
れ
る
機
会

　
　
　
　
は
皆
無
に
等
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

　
　
　
　
ボ
ー
ト
の
場
合
、
競
技
を
始
め
た

　
　
　
　
と
し
て
も
ほ
ぼ
１
０
０
％
高
校
か

　
　
　
　
ら
に
な
る
。

　
　
　
　
「
い
か
に
ボ
ー
ト
に
興
味
を
も
っ

　
　
　
　
て
も
ら
っ
て
引
き
寄
せ
る
か
が
大

　

鹿野川ダムで指導する谷口先生

指
導
者
の
横
顔

令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
ボ
ー
ト
競
技
大
会
の
女
子
ダ
ブ
ル

ス
カ
ル
で
全
国
優
勝
を
飾
っ
た
宇
東
高

の
兵
頭
佳
乃
、
宝
本
和
花
ペ
ア
は
、
３

月
に
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ

ー
ト
大
会
に
続
き
全
国
２
冠
を
達
成
し

た
。

き
な
課
題
で
す
。
な
の
で
、
例
え
ば
、 宇
和

島
湾
で
ち
び
っ
子
を
集
め
て
ボ
ー
ト
競
技
に

触
れ
る
機
会
を
増
し
、
そ
の
延
長
で
「
宇
和

島
の
高
校
に
入
っ
て
ボ
ー
ト
部
に
入
ろ
う
」

と
い
う
よ
う
に
な
ら
な
い
と
、
近
い
将
来
、

部
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
な
り
か
ね

な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
宇
和
島
と
ボ
ー

ト
の
関
係
は
こ
れ
か
ら
も
残
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
部
の
維
持
に
は
、
選
手
の
確
保
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
指
導
者
や
環
境
整
備
も
重
要
だ
。

最
後
に
今
後
に
つ
い
て
話
し
を
向
け
る
と
、

「
昨
年
定
年
を
迎
え
、
再
任
用
１
年
目
な
ん
で

す
が
、
い
つ
ま
で
も
単
身
赴
任
す
る
わ
け
に

も
い
き
ま
せ
ん
し
ね…

」
と
笑
う
。
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指
導
者
の
横
顔

宇和島水産高等学校ボート部顧問　吉田洋一
　
大
分
県
出
身
の
吉
田
先
生
は
、
大
分
県
立

海
洋
科
学
高
等
学
校
か
ら
大
学
へ
進
み
卒
業

後
は
、
ニ
チ
ロ
（
現
在
の
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
）

に
就
職
し
船
に
乗
っ
て
い
た
が
、
高
校
、
大

学
と
や
っ
て
い
た
ラ
グ
ビ
ー
を
指
導
し
た
い

と
い
う
思
い
を
断
ち
切
れ
ず
、
水
産
高
校
の

教
員
に
な
ろ
う
と
一
念
発
起
す
る
。
地
元
大

分
県
で
は
採
用
が
な
く
、
愛
媛
県
で
採
用
が

あ
る
と
い
う
の
で
、
平
成
３
年
、
宇
和
島
水

産
高
等
学
校
の
非
常
勤
講
師
と
な
り
、
翌
年
、

教
員
と
な
る
。

　
早
速
、
ラ
グ
ビ
ー
部
創
部
を
校
長
や
教
頭

に
相
談
し
て
生
徒
へ
働
き
か
け
る
が
、
入
部

を
希
望
す
る
生
徒
が
な
く
、
結
局
、
全
く
興

味
も
な
か
っ
た
ボ
ー
ト
部
の
顧
問
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
顧
問
就
任
直
後
、
宇
東
高
の
ボ
ー
ト
部
顧

問
の
井
手
勝
敏
先
生
か
ら
ア
ジ
ア
選
手
権
大

会
の
要
綱
を
頂
い
た
事
か
ら
、※

１
）
日
本
漕

艇
協
会
の
事
を
知
る
。

「
宇
和
島
市
内
の
図
書
館
や
本
屋
を
探
し
て
も

ボ
ー
ト
に
関
す
る
本
が
全
く
な
い
の
で
、
協

会
に
連
絡
し
て
ボ
ー
ト
に
関
す
る
本
を
全
部

送
っ
て
も
ら
っ
て
、
勉
強
し
ま
し
た
」

　
そ
こ
に
、
山
内
悟
が
現
れ
る
。
彼
は
、
平

成
６
（
１
９
９
４
）
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開

催
さ
れ
た
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
の
日

本
代
表
に
選
出
（
宇
東
高
の
徳
岡
剛
と
の
ダ

ブ
ル
ス
カ
ル
で
出
場
）
さ
れ
る
な
ど
、
全
国

区
の
活
躍
を
み
せ
た
。

「
技
術
的
な
指
導
は
、
宇
和
島
東
の
監
督
さ

ん
に
随
分
助
け
て
頂
き
ま
し
た
が
、
山
内
が

予
選
２
週
間
前
に
足
の
指
を
骨
折
し
て
、
も

う
ダ
メ
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
ど
う
に
か
間

に
合
っ
て
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
ん
で
す
。

そ
の
時
使
用
し
た
ボ
ー
ト
は
、
当
時
、
顧
問

だ
っ
た
遠
矢
先
生
が
彼
の
為
に
ポ
ケ
ッ
ト
マ

ネ
ー
で
購
入
し
た
高
価
な
米
国
製
で
し
た
」

　
そ
し
て
、
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
が
平

成
13
（
２
０
０
１
）
年
の
「
え
ひ
め
丸
事
故
」

だ
。
学
校
全
体
が
騒
然
と
す
る
な
か
、
自
分

に
何
が
出
来
る
か
自
問
し
た
。

「
当
時
、
世
界
大
会
を
目
指
し
て
い
る
子
が

い
て
、
そ
の
子
も
同
級
生
を
事
故
で
亡
く
し

た
り
し
て
い
た
の
で
、
関
わ
っ
て
い
る
ボ
ー

ト
で
学
校
を
元
気
に
し
た
い
、
目
標
を
も
っ

て
や
っ
て
い
る
生
徒
を
応
援
し
た
い
、
何
が

何
で
も
勝
た
せ
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
」

　
結
果
、
こ
の
年
の
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

大
会
に
は
溝
辺
達
也
と
篠
原
潤
一
の
２
名
が

出
場
す
る
と
い
う
快
挙
を
み
せ
た
。

「
山
内
が
キ
ッ
カ
ケ
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
よ
り
世
界
へ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
も
し
か
し
て
、
私

が
ボ
ー
ト
を
や
っ
て
い
た
ら
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
を
目
指
し
た
指
導
を
し
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
い
た
の
で

世
界
を
目
指
す
指
導
に
繋
が
っ
た
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
何
よ
り
、
私
自
身
が
楽
し
い
っ
て

い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、※

２
）
長
い

　
　
　
　
距
離
を
漕
い
だ
ほ
う
が
有
酸
素
能

　
　
　
　
力
や
持
久
力
、
技
術
的
を
向
上
す

　
　
　
　
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
が
私

　
　
　
　
の
持
論
で
、
更
に
大
学
や
社
会
人

　
　
　
　
は
２
千
㍍
が
主
流
な
の
で
、
高
校

　
　
　
　
を
卒
業
し
て
か
ら
も
競
技
を
続
け

　
　
　
　
る
場
合
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思

　
　
　
　
っ
て
い
ま
す
」

　
　
　
　
　
不
思
議
な
縁
で
30
有
余
年
ボ
ー

　
　
　
　
ト
と
関
わ
っ
て
き
た
吉
田
先
生
だ

　
　
　
　
が
、
常
に
『
ボ
ー
ト
未
経
験
者
』

　
　
　
　
と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
え

　
　
　
　
て
き
た
と
い
う
。
そ
れ
を
補
う
転

　
　
　
　
機
と
な
っ
た
の
が
、
国
体
出
場
選

　
　
　
　
手
の※

３
）
選
抜
制
の
導
入
だ
っ
た
。

　
　
　
　
県
で
選
抜
し
た
選
手
の
合
宿
を
行

　
　
　
　
っ
た
り
、
プ
ロ
コ
ー
チ
を
招
い
て

　
　
　
　
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、

　
　
　
　
監
督
向
け
に
講
演
会
が
あ
っ
た
り

　
　
　
　
し
て
、
人
的
交
流
や
多
く
の
情
報

　
　
　
　
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
指

導
者
と
し
て
の
自
信
に
繋
が
っ
た
と
い
う
。

　
今
後
は
、
引
き
続
き
再
任
用
教
員
と
し
て

宇
水
高
で
勤
務
し
、
ボ
ー
ト
部
副
顧
問
と
し

て
ボ
ー
ト
部
に
も
関
わ
っ
て
い
く
。

「
給
料
も
下
が
り
ま
す
が
、
部
活
動
の
方
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
頑
張
り
ま
す
」
と
笑
う
。

※1）現：日本ローイング協会

早朝練習の時は、ここから生徒を見守るという体育館横の出艇場所にて

※2）インターハイ、国体は 1000ｍのコースで競うが、U19 の予選となる全日本ローイング選手権大会は 2000ｍのコースで競われる
※3）以前は学校単位で出場していたが、それでは勝てないということで、今では県単位で優秀な選手を選抜して出場している

昨
年
、
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
令
和
５

年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ボ

ー
ト
競
技
大
会
の
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

に
出
場
し
た
宇
和
島
水
産
高
等
学
校
の

浅
井
樹
心
、
梶
原
勧
心
ペ
ア
が
全
国
第

２
位
の
成
績
を
残
し
て
い
る
。
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〈吉田洋一プロフィール〉
1963 年生まれ　大分県佐伯市出身　平成 4（1992）年から県立宇和島水産高等学校勤務　令和 5（2023）年春、定年退職し、
現在は再任用教育職員として同校勤務　高体連専門委員　愛媛県選抜クルー監督　同校ボート部監督を 30 年余り勤める
愛媛県高体連 2012 年度　最優秀スポーツ指導者賞受賞



旧
制
宇
和
島
中
学
・
宇
和
島
東
高
等
学
校
ボ
ー
ト
部　

全
国
制
覇
一
覧
表
（
令
和
５
年
現
在
）

大正13年 フィックス第2選手 平成13年

　此下和太郎・山崎翔吾・矢野優作・山口龍大・脇田政夫 男子舵付きクォドブル

大正14年 フィックス 　宮本安子・清家由香里・毛利沙矢香・奥平梢・宮本早矢佳 女子舵付きクォドブル

　兵頭晴道・中尾俊夫・越智通忠・増田静磨・大塚栄治郎・清家利雄・山内均 平成13年

昭和27年 フィックス 　宮本安子・奥平梢・毛利沙矢香・清家由香里・宮本早矢佳 女子舵付きクォドブル

　菊池照夫・栗田正直・小畑明宏・山本暢・酒井康司・毛山直良・宮田健二 　加藤和美 女子シングルスカル

昭和35年 フィックス 平成13年 男子ダブルスカル

　土居光夫・今津将隆・土居靖弘・梶田美樹・薬師寺勲・武田信征・大古憲輔 　舩田憲司・溝辺達也（宇和島水産）

昭和39年 フィックス 平成14年 女子舵付きクォドブル

　池田美宏・松田富佐夫・黒田淳一・翠簾屋正興・鹿島晃・田中吉善・石橋清治 　宮本安子・那須幸恵・武田愛・清家由香里・山口美沙

昭和40年 フィックス 平成14年

　池田美宏・松田富佐夫・黒田淳一・小西伝次・鹿島晃・枇杷田恵三・西崎宗雄 　松下林太郎・宮内裕太・光岡良樹・末廣聖也・山口龍大 男子舵付きクォドブル

昭和40年 フィックス 　宮本安子・奥平梢・那須幸恵・清家由香里・青木由貴 女子舵付きクォドブル

　池田美宏・松田富佐夫・黒田淳一・小西伝次・鹿島晃・枇杷田恵三・西崎宗雄 平成14年 女子舵付きクォドブル

昭和41年 女子ナックルフォア 　宮本安子・那須幸恵・清家由香里・高山南・久岡香津加

　沼田美子・赤松笑子・鈴木京子・木村恵美子・梶原美子 平成14年

昭和42年 フィックス 　松下林太郎・末廣聖也・光岡良樹・・宮内裕太・山口龍大 男子舵付きクォドブル

　中川和俊・土居則男・河野哲・枇杷田恵三・高橋進・益田繁樹・佐藤貴邦 　宮本安子・奥平梢・毛利沙矢香・清家由香里・宮本早矢佳 女子舵付きクォドブル

昭和42年 フィックス 平成15年 女子舵付きクォドブル

　中川和俊・土居則男・河野哲・枇杷田恵三・高橋進・益田繁樹・佐藤貴邦 　丸川有子・高山南・山口美沙・那須幸恵・久岡香津加

昭和46年 男子ナックルフォア 平成16年

　片山めぐみ・山下慶子・小西志歩・末廣あすみ・山瀬布貴 女子舵付きクォドブル

昭和48年 男子ナックルフォア 　今西香・増田有香 女子ダブルスカル

　宮出宗一・川井義郎・川口義光・福岡初彦・真田寅慶 平成16年 女子舵付きクォドブル

昭和48年 フィックス（最終） 　片山めぐみ・小西志歩・山下慶子・末廣あすみ・増田有香

　清家政洋・竹田源太郎・橋本弘彰・井伊佳彦・西村祐一・。川口篤夫・松田伝二 平成16年 女子舵付きクォドブル

昭和53年 男子ナックルフォア 　片山めぐみ・小西志歩・山下慶子・末廣あすみ・増田有香

平成17年 女子舵付きクォドブル

昭和61年 男子シングルスカル 　片山めぐみ・小西志歩・末廣あすみ・山本有重・山瀬布貴

平成17年 女子舵付きクォドブル

昭和61年 男子シングルスカル 　片山めぐみ・小西志歩・末廣あすみ・山本有重・山瀬布貴

平成17年 女子シングルスカル

昭和63年 男子シングルスカル 　末廣あすみ

平成17年 女子舵付きクォドブル

平成元年 男子シングルスカル 　片山めぐみ・小西志歩・末廣あすみ・山本有重・山瀬布貴

平成18年 女子舵付きクォドブル

平成2年 男子シングルスカル 　和田唯・谷口春香・安藤麻奈美・山本有重・金谷千寿

平成18年 女子シングルスカル

平成2年 男子シングルスカル 　山本有重

平成20年 少年男子ダブルスカル

平成5年 男子ダブルスカル 　山田広之（愛媛選抜）

平成22年

平成6年 男子ダブルスカル 　木村良太郎　他４名 男子舵付きクォドブル

　岩本佳寿美（補漕） 女子舵付きクォドブル

平成11年 平成23年 男子ダブルスカル

男子ダブルスカル 　木村良太郎・是澤祐輔

　三好さやか・舩田真奈・久岡梨佳・久保早代・山下雅紗子 女子舵付きフォア 平成23年 男子舵付きクォドブル

平成11年 女子舵付きフォア 　木村良太郎・是澤祐輔（愛媛選抜）

平成24年

平成12年 　是澤祐輔（愛媛選抜） 男子舵付きクォドブル

男子舵付きフォア 　山田加奈（愛媛選抜） 女子舵付きクォドブル

　三好さやか・宮下早矢佳・久岡梨佳・久保早代・毛利沙矢香 女子舵付きフォア 平成25年 女子舵付きクォドブル

平成12年 女子ダブルスカル 　山田加奈（愛媛選抜）

平成29年 女子舵付きクォドブル

平成12年 　谷口智佳子・梶原まどか

　山本久斗・山崎翔吾・今城倫哉・清水勝史・・毛利良太 男子舵付きフォア 平成29年

　三好さやか・加藤和美・久岡梨佳・久保早代・毛利沙矢香 女子舵付きフォア 　岡本康聖（愛媛選抜）

男子ダブルスカル 平成30年

平成13年 　岡本康聖（愛媛選抜）

男子舵付きクォドブル 令和5年

女子舵付きクォドブル 女子ダブルスカル

平成13年 女子舵付きクォドブル 令和5年

女子ダブルスカル　宮本安子・清家由香里・加藤和美・奥平梢・毛利沙矢香

第21回全国高校漕艇選手権大会

第31回朝日レガッタ

　山口和彦・戸田武・居村豊喜・宮崎英樹・、木下聡

第39回朝日レガッタ

　宮本安子・加藤和美・毛利沙矢香・奥平梢・清家由香里

第54回朝日レガッタ

第22回全国中学校端艇競漕大会

第23回全国中学校端艇競漕大会

全日本高等学校漕艇選手権大会

大会名　／　開催年　／　種　　目　／　クルーメンバー大会名　／　開催年　／　種　　目　／　クルーメンバー

　兵頭晴道・菊池繁良・越智通忠・清家利雄・山内均・川崎興作・田中匡

第12回全国高校選抜競漕大会

　三好洋介・舩田憲司・山口龍大・矢野優作・脇田政夫

第49回全日本高校選手権競漕大会

第3回全日本ジュニア選手権大会

第60回国民体育大会

第17回全国高校選抜ボート大会

第58回朝日レガッタ

第65回国民体育大会

第4回全日本ジュニア選手権大会

第63回国民体育大会

第73回国民体育大会

　徳岡剛・入山知起

第10回全国高校選抜競漕大会

　光岡紘輔・小川祐司

　山下進

第34回全国高校漕艇選手権大会

　山下進

第41回朝日レガッタ

　中　一

第44回国民体育大会

　藤井基晴

第1回全国高校選抜競漕大会

　藤井基晴

第43回朝日レガッタ

　藤井基晴

第4回全国高校選抜競漕大会

　永井貞秋・徳岡剛

第5回全国高校選抜競漕大会

　濱中康平・（今治南）・舩田憲司

第52回朝日レガッタ

　三好さやか・舩田真奈・久岡梨佳・久保早代・山下雅紗子

第11回全国高校選抜競漕大会

　山本久斗・清水勝史・今城倫哉・毛利良太・小川祐司

第53回朝日レガッタ

　久岡梨佳・加藤和美

第55回国民体育大会

第57回国民体育大会

第56回朝日レガッタ

第57回朝日レガッタ

第52回全日本高校選手権競漕大会

第15回国民体育大会

第19回国民体育大会

第13回全国高校漕艇選手権大会

第20回国民体育大会

第14回全国高校漕艇選手権大会

第15回全国高校漕艇選手権大会

第22回国民体育大会

第26回国民体育大会

第26回朝日レガッタ

　大浩哉・吉見保男・福田貴司・川井洋文・萩野行敏

第56回国民体育大会

第42回全日本新人選手権大会

第13回全国高校選抜競漕大会

第55回朝日レガッタ

第50回全日本高校選手権競漕大会

第68回国民体育大会

第70回記念大会朝日レガッタ

　兵頭佳乃・宝本和花

少年男子舵付きクォドブル

少年男子舵付きクォドブル

第34回全校高等学校選抜ボート大会/JOCジュニアオリンピック大会

　兵頭佳乃・宝本和花

全国高等学校総合体育大会/第71回全日本高等学校選手権競漕大会

第72回国民体育大会

第59回国民体育大会

第16回全国高校選抜ボート大会

第59回全日本高校選手権競漕大会

第66回国民体育大会

第67回国民体育大会



宇
和
島
水
産
高
等
学
校
ボ
ー
ト
部　

全
国
大
会
等
出
場
一
覧
表
（
令
和
５
年
現
在
）

平成6年 男子シングルスカル 平成21年 男子ダブルスカル

順位 ３位 順位 2位

平成6年 男子ダブルスカル 平成21年 男子ダブルスカル

順位 15位 順位 1位

平成6年 男子ダブルスカル 平成21年
男子舵手つきクオド

ルプル

順位 3位 順位 7位

平成9年 男子ダブルスカル 平成22年 女子シングルスカル

順位 準決勝進出 順位 5位

平成9年 男子ダブルスカル 平成22年 男子ダブルスカル

順位 準決勝進出 順位 準決勝進出

平成9年 男子シングルスカル 平成22年 女子シングルスカル

順位 7位 順位 2位

平成9年 男子シングルスカル 平成22年 女子シングルスカル

順位 6位 順位 3位

平成12年 男子シングルスカル 平成22年
女子舵手つきクオド

ルプル

順位 4位 順位 1位

平成13年 男子シングルスカル 平成22年
男子舵手つきクオド

ルプル

順位 2位 順位 1位

平成13年 男子ダブルスカル 平成22年
女子舵手つきクオド

ルプル

　溝辺達也・船田憲司（宇和島東高） 順位 1位 順位 ５位

平成13年 男子ダブルスカル 平成23年 男子ダブルスカル

　溝辺達也・船田憲司（宇和島東高） 順位 2位 順位 準決勝進出

平成13年
男子舵手なしクオド

ルプル
平成24年 男子ダブルスカル

順位 9位 順位 7位

平成13年 男子ダブルスカル 平成24年
男子舵手つきクオド

ルプル

順位 17位 順位 1位

平成13年 男子ダブルスカル 平成26年 女子シングルスカル

　溝辺達也・船田憲司（宇和島東高） 順位 1位 順位 準決勝進出

平成14年 男子シングルスカル 平成26年
男子シングルスカ

ル

　篠原潤一　 順位 1位 順位 出場

平成14年 男子シングルスカル 平成26年 女子ダブルスカル

順位 22位 順位 1位

平成14年 男子シングルスカル 平成26年 女子シングルスカル

順位 1位 順位 準々決勝進出

平成14年 男子シングルスカル 平成27年 男子シングルスカル

順位 2位 順位 準々決勝進出

平成15年
男子舵手つきクオド

ルプル
平成27年 女子シングルスカル

順位 準決勝進出 順位 ５位

平成16年
男子舵手つきクオド

ルプル
平成27年

男子シングルスカ

ル

清家吉亮・池田恒平・松井　赳・田中真誠・有馬広樹 順位 5位 順位 出場

平成17年 男子シングルスカル 平成27年
女子舵手つきクオド

ルプル

　有馬広樹 順位 準決勝進出 順位 12位

平成18年 男子ダブルスカル 平成27年
女子舵手つきクオド

ルプル

　西村光生・宇治野克希 順位 3位 順位 準決勝進出

平成18年 女子ダブルスカル 平成27年
男子シングルスカ

ル

　畠山千晴・畑部翔架 順位 準決勝進出 順位 準決勝進出

平成18年 男子シングルスカル 令和3年 男子ダブルスカル

　西村光生 順位 7位 順位 12位

平成18年 男子シングルスカル 令和3年 男子ダブルスカル

　西村光生 順位 4位 順位 4位

平成19年 男子ダブルスカル 令和4年 男子ダブルスカル

　西村光生・小倉（伏見工業高） 順位 1位 順位 4位

平成19年 男子ダブルスカル 令和4年
男子舵手つきクオド

ルプル

　西村光生・出原（小浜水産高） 順位 2位 順位 2位

平成19年
男子舵手なしクオド

ルプル
令和5年

男子シングルスカ

ル

　西村光生 順位 9位 順位 5位

平成19年 男子ダブルスカル 令和5年 男子ダブルスカル

　西村光生・奥島（今治工業高）（愛媛選抜） 順位 4位 順位 2位

平成19年 男子ダブルスカル 令和5年
男子舵手つきクオド

ルプル

　西村光生・三村（関西高） 順位 1位 順位 5位

平成20年 男子ダブルスカル 令和5年 男子ダブルスカル

　酒井達紀・藤堂領融 順位 出場 順位 4位

平成21年 男子ダブルスカル

　寺坂和満・酒井達紀・松岡　真・横山雄一郎・石城戸琢磨 順位 5位

第20回全国高等学校選抜大会

　矢野翔英・赤松桜玖

全国高等学校総合体育大会

第77回国民体育大会

第34回全国高等学校選抜ボート大会

全国高等学校総合体育大会

特別国民体育大会

第67回国民体育大会

第25回全国高等学校選抜大会

第25回全国高等学校選抜大会

第59回中日本レガッタ

全国高等学校総合体育大会

全国高等学校総合体育大会

  横山雄一朗・松本寛樹

　中川ひかり

全国高等学校総合体育大会

第65回国民体育大会

第65回国民体育大会

　寺坂和満・松岡　真　他2名（愛媛選抜）

　山内　悟

　山内　悟・徳岡　剛（宇和島東高）

　山内　悟・徳岡　剛（宇和島東高）

　兵頭幸祐・田中良征

　尾崎正三・兵頭幸祐

　田中良征

　田中良征

　溝辺達也

第19回全国高等学校選抜大会

　浅井樹心　他4名（愛媛選抜）

特別国民体育大会

　梶原勧心　他1名（愛媛選抜）

　浅井樹心

　梶原勧心・浅井樹心

2007アジアジュニア選手権大会

第62回国民体育大会

　赤松桜玖・浅井樹心

第29回全日本軽量級選手権大会

　赤松桜玖　他4名（愛媛選抜）

2007世界ジュニア選手権大会

第60回朝日レガッタ

第30回全国高等学校選抜大会

全国高等学校総合体育大会

第61回国民体育大会

第47回全日本新人選手権大会

　西蔭岳展（愛媛選抜）

　前田　颯・薬師神尚哉

第60回国民体育大会

　田中麻優　他3名

第17回全国高等学校選抜大会

第17回全国高等学校選抜大会 第70回国民体育大会

2015世界ジュニア選手権大会

第70回国民体育大会

　田中麻優　他4名（愛媛選抜）

第15回全国高等学校選抜大会

　田中麻優

全国高等学校総合体育大会

　西蔭岳展

清家吉亮・池田恒平・田中真誠・有馬広樹・三好貴之

第26回全国高等学校選抜大会

第26回全国高等学校選抜大会

第57回国民体育大会

　田中麻優

第43回全日本新人選手権大会

　佐々木海晟

　篠原潤一　

　篠原潤一　

第55回朝日レガッタ

　西蔭岳展

2002世界ジュニア選手権大会

　田中麻優・村越（今治西高）　篠原潤一　

2001世界ジュニア選手権大会

　岡崎勝大・佐々木俊哉

2001世界ジュニア選手権大会

　西川絢大・岡崎勝大　他3名（愛媛選抜）

第42回全日本新人選手権大会

　田中麻優

　溝辺達也　他3名

　篠原潤一　他1名

第23回全国高等学校選抜大会

第12回全国高等学校選抜大会

第54回朝日レガッタ 第51回全日本新人選手権大会

第23回全日本軽量級選手権大会 第66回国民体育大会

　溝辺達也

　中川ひかり・横山　栞　他3名

　西川絢大・岡崎勝大（愛媛選抜）

第38回全日本新人選手権大会 2010アジアジュニア選手権大会

第9回全国高等学校選抜大会

　中川ひかり

第41回全日本新人選手権大会

　中川ひかり　他4名（愛媛選抜）

　酒井達紀・松岡　真

第49回国民体育大会

第8回全国高等学校選抜大会 第21回全国高等学校選抜大会

第45回全国高等学校選手権大会 第21回全国高等学校選抜大会

第64回国民体育大会

　酒井達紀・寺坂和満　他3名（愛媛選抜）

　中川ひかり

大会名　／　開催年　／　種　　目　／　クルーメンバー 大会名　／　開催年　／　種　　目　／　クルーメンバー

第47回朝日レガッタ 第54回中日本レガッタ

1994世界ジュニア選手権大会

　酒井達紀・松岡　真

全国高等学校総合体育大会



■主催／一般社団法人一粒萬倍制作委員会
■共同主催／公益財団法人愛媛県文化振興財団　愛媛新聞社
■後援／愛媛県　愛媛県教育委員会　愛媛県文化協会　松山市　松山市教育委員会　
松山商工会議所
文化庁・劇場 音楽堂等の子供鑑賞体験支援事業

お
し
ら
せ

　えひめ南予きずな博でシンボルイベントとして、宇
　和島市・吉田町で上演された「一粒萬倍」が、2024
　年 1月、国内トップアーティスト、台湾、そして愛
　媛のアーティストの共演の中、更にスケールアップ
　して上演されます。

SS 席 7000 円  S 席 5000 円  A 席 3500 円   B 席 2000 円
〈チケット販売〉
■松山三越１階・インフォメーションカウンター
■いよてつ高島屋７階・プレイガイド

■チケットぴあ

問い合わせ： office@ichiryumanbai.com
090-8280-3854 事務局・片桐（平日 10 時～17 時）

語
物
の
穣
豊
穀
五
と
神
女
の
媛
愛

A SEED

詩
響
交
踊
舞

・
作
演
出

浦
松

  

靖

愛媛県県民文化会館
メインホール

1月20日（土）
昼・開場：１２時   開演：１３時

（１５時終了予定）

夜・開場：１７時   開演：１８時
（２０時終了予定）

2024年

つなぐ　2024新春号　 18

体験型防災プログラム

うわじま防災BOX

■車中泊避難注意喚起と車両展示　■防災工作教室
■ダム模型を使った治水対策の体験学習　■歩きにくさ体験
■重機に乗って写真撮影　■防災グッズ展示　■VR 体験　
※予告なく内容の変更をすることもあります

主　催︓特定非営利活動法人宇和島 NPO センター
連絡先︓ 0895-49-3563
参加団体／自衛隊、愛媛県南予地方局、浅田グループ、
ETP（愛媛トヨタ · 愛媛トヨペット）、三間女性消防団、
安心堂西条営業所、うわじまカエルキャラバン協議会

体験することで防災・減
災に興味を持ってもらい、
今後起こり得る南海トラ
フ地震や近年おきている
災害に対して落ち着いて
行動できる体制を作り、
危機感を持ってもらい、
備える力を養う。

■日　時　２月 24日（土）10:00 ～ 14:00
■会　場　コスモスホール三間　
                                                 宇和島市三間町迫目 138

■会　期　2月 4 日（日）～ 8日（木）
■時　間　10:00～ 17:00（最終日は 15:00まで）
■会　場　アトリエぱれっと
　　　　　宇和島市伊吹町1083-1-2F　☎ 090-7784-4703　

奥田 祐子展
絵、写真、コーヒー。はじめての個展を、
故郷の宇和島で開催できることとなりました。
期間中はギャラリーでコーヒーの販売もいたします。



銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ズ
の

　
　
　
　
　
活
動
と
共
に
森
本 

秀
樹
　
画
家

　
銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
こ
こ
数
年
新
た

な
試
み
と
し
て
有
名
企
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
26
軒
を

ジ
ャ
ン
ル
別
に
分
け
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
（
案

内
人
）
が
一
組
８
名
の
参
加
者
を
引
率
し
な
が

ら
一
日
２
〜
３
回
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
巡
回
す
る

「
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
ツ
ア
ー
」
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
５
月
は
銀
座
の
夜
会
も
始
ま
り
、
提
灯
を
ギ

ャ
ラ
リ
ー
入
口
に
掲
げ
、
ワ
イ
ン
を
用
意
し
て

21
時
ま
で
開
廊
し
て
ツ
ア
ー
を
迎
え
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
は
銀
座
の
泰
明
小
学
校
３
年
生

の
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、
希
望
す
る
生
徒

に
先
生
が
引
率
し
て
、
午
前
中
２
〜
３
回
に
分

け
て
「
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
ツ
ア
ー
」
を
体
験
し
ま

し
た
。
ま
た
、
12
月
は
「Xm

as

ア
ー
ト
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
、
ツ
ア
ー
参
加
者
が
夜
の

銀
座
の
ク
リ
ス
マ
ス
と
ワ
イ
ン
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
楽
し
み
ま
す
。

　
個
展
中
に
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ズ
の
活
動
に
伴

い
「GALLERY EVENT

」
と
し
て
一
日
だ
け
の

絵
画
教
室
を
試
み
て
み
ま
し
た
。
参
加
者
に
作

品
２
点
持
参
し
て
頂
き
、
作
品
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
や
ヒ
ン
ト
を
交
え
な
が
ら
語
り
合
い
、

最
後
に
参
加
者
全
員
で
ワ
イ
ン
懇
親
会
を
催
し

ま
し
た
。
後
日
、
参
加
者
の
う
ち
２
名
が
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
の
個
展
が
内
定
し
た
と
吉
報
が
届
き

ま
し
た
。

泰明小学校３年生のギャラリストツアーの様子１日だけの絵画教室の様子

　
画
家
の
森
本
秀
樹
さ
ん
か
ら
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

が
届
い
た
。
東
京
で
個
展
が
開
か
れ
て
い
る
。

上
京
す
る
日
程
と
重
な
っ
て
い
た
た
め
運
良
く

訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
こ
は
銀
座
１
丁
目
の
ビ
ル
の
七
階
。
宇
和

島
を
テ
ー
マ
に
描
か
れ
た
そ
の
作
品
た
ち
は
、

淡
く
、
し
か
し
深
く
、
美
し
い
色
づ
か
い
と
優

し
い
タ
ッ
チ
で
、
私
に
静
か
に
語
り
か
け
て
く

る
。
記
憶
の
中
に
あ
る
港
、
山
、
神
社
が
そ
こ

に
あ
る
。

　
森
本
さ
ん
の
作
品
に
囲
ま
れ
て
、
し
ば
し
故

郷
に
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
る
。

森
本
秀
樹
展
を
訪
ね
て

東
京
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ゴ
ト
ウ
　2023.10.6

〜14

川
尻 

純
滋
　
つ
な
ぐ
編
集
・
制
作

ほ
ん
の
少
し
の
滞
在
だ
っ
た
が
、
ど
こ
か
懐
か

し
く
、
東
京
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
人
込
み
で
少

々
疲
れ
た
私
の
心
は
い
つ
し
か
柔
ら
か
く
な
っ

て
い
た
。

《道の下の家》41.0×61.5 ㎝　ミクストメディア

森本 秀樹
1951 宇和島市生まれ　　1971 武蔵野美術短大油絵専攻卒業　　1977 千葉県展受賞（77～ 85年出品）
1990 上野の森美術館大賞展出品（92年賞候補、93年佳作賞）　　1991  昭和会展出品（92年出品）
1999 日本国際現代美術展（NICAF）出品（01年出品） 　　2003 森本秀樹画集「宇和島」刊行
2006 コレクターによる森本秀樹展 － 宇和島 － （東京 Gallery　KANI）
 　　  森本秀樹展  ―  記憶の UWAJIMA ―   （宇和島生涯学習センクー）
2007 森本秀樹展 父の見ていた風景－ 宇和島 － （長野 梅野記念館絵画館） 
          森本秀樹展（愛媛、畦地梅太郎記念美術館）
2014 斎藤実コレクション－ 森本秀樹展 －（東京、Gallery ゴトウ）森本秀樹展（神奈川、museumfrom winds) 
2016 森本秀樹展（松山ミウラート・ヴィレッジ）　現在 無所属、2010 年よりアトリエを宇和島に移す
2022 森本秀樹・猛　二人展　漂う抒情・記憶の軌跡（町立久万美術館）
2023　森本秀樹展（沼津市　ぬましんストリートギャラリー）東京を中心に個展 100 回以上、グループ展多数
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　　　　　無手無冠 4代目女将

　　　山本紀子さん

　
小
さ
な
お
猪
口
で
、
く
い
っ
と
。「
栗
焼
酎

ダ
バ
ダ
火
振
」
を
一
口
飲
ん
で
み
た
。
ふ
ん
わ

り
と
甘
く
、
し
か
し
、
キ
リ
ッ
と
し
た
上
品
な

味
わ
い
が
残
る
。
私
は
下
戸
で
、
こ
の
く
ら
い

の
量
で
大
満
足
だ
。

「
栗
本
来
の
甘
み
な
の
よ
。
私
も
お
酒
は
少
し

だ
け
し
か
飲
ま
な
い
の
。
昔
の
人
は
、
女
の
人

は
そ
ん
な
に
お
酒
を
飲
む
も
ん
じ
ゃ
な
い
っ
て

い
う
躾
け
。
そ
う
育
て
ら
れ
た
か
ら
ね
」
と
話

す
の
は
、
四
万
十
町
大
正
に
あ
る
明
治
26
年
創

業
の
酒
蔵
「
無
手
無
冠
（
む
て
む
か
）」
の
４
代

目
女
将
、
山
本
紀
子
さ
ん
（
82
）
だ
。

「
う
ち
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
と
代
々

女
系
で
ね
。
だ
か
ら
私
の
旦
那
さ
ん
も
婿
養
子
。

私
が
よ
う
や
く
４
人
の
男
の
子
を
産
ん
だ
の
よ
。

お
酒
が
好
き
な
人
や
っ
た
か
ら
ね
、
酒
蔵
に
婿

に
行
け
る
と
い
う
の
で
、
す
ご
く
喜
ん
で
た
そ

う
や
け
ど
、
お
見
合
い
か
ら
結
婚
ま
で
３
回
く

ら
い
し
か
会
っ
た
こ
と
な
い
か
ら
、
ど
ん
な
人

や
ろ
う
っ
て
、
ド
キ
ド
キ
し
た
。
で
も
ね
、
噛

め
ば
噛
む
ほ
ど
味
が
あ
る
、
い
い
人
じ
ゃ
っ
た
」

　
今
や
全
国
に
そ
の
名
を
轟
か
し
て
い
る
「
栗

焼
酎
ダ
バ
ダ
火
振
」
の
生
み
の
親
は
、
７
年
前

に
亡
く
な
っ
た
ご
主
人
、
彰
宏
さ
ん
だ
っ
た
。

文／山下文子　
写真／坪内政美

6文ちゃんとどつぼの

予土線のあの人に会いたい

最寄駅は「土佐大正駅」

やま　 もと　 のり　  こ

生誕 39 周年記念の「ダバダ火振」

つなぐ　2024新春号　 20



　
土
佐
大
正
駅
か
ら
歩
い
て
５
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

あ
る
「
四
万
十
川
焼
酎
銀
行
」。
こ
れ
は
、
彰
宏
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
で
、
お
金
で
は
な
く
焼
酎
を
預
け
る

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
銀
行
だ
。
中
に
入
る
と
、
焼
酎

が
並
ん
だ
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
奥
に
は
立
派
な
金

庫
も
あ
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
も
と
も
と
本
物
の

銀
行
だ
っ
た
の
だ
。

「
う
ち
の
経
営
が
厳
し
い
と
き
に
は
、
利
子
ば
っ
か
り

高
こ
う
て
、
お
金
も
貸
し
て
く
れ
ん
銀
行
さ
ん
や
っ

た
け
ど
、
い
ざ
、
無
く
な
る
と
い
う
時
に
主
人
が
、

そ
の
ま
ま
こ
の
建
物
を
買
い
取
っ
た
ん
よ
。
私
も
銀

行
の
金
庫
は
ス
ゴ
イ
も
の
の
よ
う
な
気
が
し
と
っ
て
、

ワ
ク
ワ
ク
し
た
け
ど
金
庫
は
空
っ
ぽ
。
そ
り
ゃ
そ
う

よ
ね
、
フ
フ
フ
フ…

」
と
紀
子
さ
ん
は
笑
う
。

　
彰
宏
さ
ん
は
、
当
時
の
町
長
や
農
協
、
栗
の
生
産

者
ら
と
協
力
し
、
焼
酎
の
酒
造
免
許
を
取
得
し
て
昭

和
60
（
１
９
８
５
）
年
に
栗
焼
酎
を
誕
生
さ
せ
た
。

こ
の
銀
行
に
預
け
る
の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
30
度
、
栗

75
％
の
焼
酎
で
、
１
ヶ
月
以
上
金
庫
に
保
管
さ
れ
、

預
か
っ
て
い
る
熟
成
時
間
が
「
旨
味
」
と
い
う
利
息

と
な
る
。
預
金
通
帳
な
ら
ぬ
「
預
貯
酎
通
帳
」
ま
で

発
行
さ
れ
る
の
だ
。「
面
白
い
こ
と
を
思
い
つ
く
人
や

ろ
、
ロ
マ
ン
が
あ
る
よ
ね
」
と
微
笑
む
。

　
栗
焼
酎
は
大
ヒ
ッ
ト
。
儲
け
た
お
金
は
、
銀
行
へ

の
支
払
い
で
は
な
く
、
い
の
一
番
に
従
業
員
に
配
分

し
た
と
い
う
。【
人
を
大
切
に
す
る
】
と
い
う
彰
宏

さ
ん
の
性
分
か
ら
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
紀
子
さ
ん
が
「
こ
れ
自
費
出
版
し
た
の
。

１
千
万
か
か
っ
た
」
そ
う
言
っ
て
見
せ
て
く
れ
た
の

は
「
土
佐
の
酒
袋
（
平
成
８
年
出
版
）」
と
い
う
一
冊

の
本
。
当
時
、
高
知
県
に
あ
っ
た
23
の
酒
蔵
を
紀
子

さ
ん
が
一
軒
一
軒
訪
ね
歩
い
て
制
作
し
た
も
の
で
、

写
真
も
文
も
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

「
酒
蔵
で
仕
事
を
し
よ
る
本
物
の
姿
を
写
真
に
撮
っ

て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
絵
ハ
ガ
キ
の
よ
う
な
写
真
じ

ゃ
な
く
て
、
そ
こ
で
生
き
る
蔵
人
の
姿
を
ね
」
と
当

時
の
こ
と
を
熱
く
話
し
て
く
れ
た
。

　
高
知
は
酒
処
。
ど
の
酒
も
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
ド

ラ
マ
が
あ
り
、
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
こ
の
本
に
は
、

杜
氏
や
蔵
人
が
今
ま
さ
に
酒
造
り
を
し
て
い
る
そ
の

瞬
間
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
蔵
元
ら
は
皆
、
紀
子

さ
ん
の
聞
き
た
い
こ
と
を
答
え
て
く
れ
た
。

「『
お
ま
え
が
酒
蔵
の
娘
や
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
が
蔵

を
見
せ
て
く
れ
て
話
を
し
て
く
れ
た
ん
よ
』
と
、
う

ち
の
主
人
は
言
い
ま
し
た
ね
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
蔵
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
、
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
入
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
人
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
直
接
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
聞
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
、
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
で
き

る
こ
と
で
は
な
い
。
紀
子
さ
ん
は
持
ち
前
の
人
柄
と

熱
意
で
高
知
県
内
す
べ
て
の
酒
蔵
を
紹
介
す
る
本
を

完
成
さ
せ
た
。
今
で
は
18
軒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
蔵

元
の
思
い
は
今
も
変
わ
ら
ず
受
け
継
が
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

　
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
ば
、
紀
子
さ
ん

の
出
で
立
ち
も
そ
う
だ
。
11
月
の
秋
祭
り
の
頃
か
ら

４
月
に
か
け
て
は
、
ず
っ
と
着
物
姿
な
の
だ
と
い
う
。

「
50
年
前
ま
で
、
日
本
人
は
皆
着
物
だ
っ
た
で
し
ょ
。

山下  文子（やました　あやこ）
宇和島市出身、鬼北町育ち。
予土線沿線は県をまたぐも「ザ・生活圏」。鉄道を
始め、乗り物は何でも大好き。座右の銘は「その
角を曲がれば、旅」（※永六輔氏のうけうり）。
「四万十の鉄道 予土線」のホームページでコラムを担当。

坪内  政美（つぼうち　まさみ）
スーツ姿で撮影するという奇妙なこだわりをもつ鉄道カ
メラマン・ロケコーディネータ。各種鉄道雑誌などを執
筆する傍ら、テレビ・ラジオにも多数出演。町おこし列
車「どつぼ列車」を主宰し、駅スタンプを製作・寄贈す
る活動を行っている。
高知県予土線利用促進対策協議会アドバイザー。

紀子さんが制作した『土佐の酒袋』

四万十川の
鉄道よどせん 協力：高知県予土線利用促進対策協議会

着
物
は
日
本
の
美
し
い
文
化
。
う
ち
は
女
系
だ
か
ら
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
代
か
ら
捨
て
ら
れ
ず
に
着
物
が
あ
る

か
ら
ね
」
と
い
う
。

　
紀
子
さ
ん
は
『
大
正
美
人
の
会
』
と
い
う
会
を
結

成
し
、『
大
正
ロ
マ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
』
と
題

し
た
着
物
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
る
。

「
土
佐
大
正
駅
の
駅
舎
は
立
派
な
木
造
で
し
ょ
う
。
駅

に
降
り
た
ら
、
皆
振
り
返
っ
て
写
真
を
撮
っ
ち
ょ
る

ん
よ
。
１
メ
ー
ト
ル
作
る
の
に
１
億
円
も
か
か
る
新

幹
線
よ
り
も
、
今
あ
る
地
元
の
線
路
を
残
す
こ
と
が

大
事
や
と
思
う
。
そ
ん
な
大
き
な
も
の
作
っ
た
ら
人

は
、
ど
ん
ど
ん
お
ら
ん
な
る
」
と
話
す
。

　
予
土
線
に
乗
っ
て
町
歩
き
を
し
な
が
ら
店
に
立
ち

寄
っ
て
く
れ
る
客
も
多
い
と
い
う
。
汽
車
に
揺
ら
れ
、

た
ど
り
着
い
た
町
に
紀
子
さ
ん
の
よ
う
な
女
将
さ
ん

が
い
る
の
は
、
な
ん
と
楽
し
み
な
こ
と
か
。
出
会
っ

た
人
た
ち
は
、
そ
の
魅
力
に
何
度
も
通
い
た
く
な
る

だ
ろ
う
。

　
「
店
で
人
に
会
う
の
も
大
好
き
。
大
正
ロ
マ
ン
の
ま

ち
、
言
う
て
全
国
区
に
す
る
が
が
私
の
夢
な
の
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
明
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
を
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
紀
子
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
に
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
会
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
な
る
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
。

「酒のやまもと」外観
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い
つ
か
は
巡
礼
し
て
み
た
い
と
願
っ
て
い
た

「
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
礼
」。
日
本
各
地
か
ら
ば
か

り
で
は
な
く
、
世
界
の
国
々
か
ら
も
参
拝
さ
れ
て

い
る
地
に
住
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
と
思
っ
て
い
た
。

や
っ
と
、
具
体
的
に
計
画
を
立
て
た
矢
先
に
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
バ
ス
ツ
ア
ー
等
が
全
て
中

止
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
な
ら
、
歩
き
遍
路
体
験
に
参
加
さ
れ
ま
せ

ん
か
？　
の
誘
い
を
受
け
た
。
初
回
は
、
近
隣
の

41
番
札
所
か
ら
43
番
札
所
ま
で
の
13.2
キ
ロ
、
天
気

に
も
恵
ま
れ
ル
ン
ル
ン
と
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で
歩

け
た
。
何
よ
り
、
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
、

体
験
談
等
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
楽
し
い
一
日
に
な

っ
た
。
中
に
は
、
７
〜
８
回
も
巡
礼
さ
れ
て
い
る

方
が
い
た
。
１
４
０
０
キ
ロ
と
言
わ
れ
る
巡
礼
道

を
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
歩
く
と
４
年
近
く
か
か

る
と
か
、
気
が
遠
く
な
る
思
い
が
し
た
。
そ
れ
な

の
に
、「
続
け
て
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
？
」
の
笑
顔

に
つ
ら
れ
て
、
思
わ
ず
「
は
い
、
続
け
ま
す
」
と

返
事
し
て
し
ま
っ
た
。

　
２
０
２
０
年
11
月
、
41
番
札
所
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
、
私
の
無
謀
と
思
え
る
挑
戦
も
、
２
０
２
３

年
11
月
で
12
番
札
所
ま
で
進
み
、
歩
い
た
走
行
距

離
は
５
４
２
．
３
キ
ロ
、
残
り
の
お
寺
の
数
は
28

ケ
寺
と
な
っ
た
。
１
回
の
走
行
距
離
は
32
〜
33
キ

ロ
だ
け
ど
、
全
行
程
の
３
分
の
１
近
く
ま
で
、
や

っ
と
、
や
っ
と
、
や
っ
と
歩
い
た
！　
そ
ん
な
思

い
が
し
て
い
る
。

　
歩
い
て
い
る
と
、
一
人
で
歩
い
て
お
ら
れ
る
人

に
沢
山
出
会
う
。
最
近
は
、
外
国
人
も
よ
く
見
か

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
度
に
思
う
の
は
、
私

は
み
ん
な
と
一
緒
だ
か
ら
歩
け
る
。
一
人
だ
っ
た

ら
こ
こ
ま
で
歩
け
な
か
っ
た
。
途
中
棄
権
も
し
な

い
で
歩
き
続
け
ら
れ
て
い
る
自
分
自
身
を
も
ち
ろ

ん
褒
め
て
や
り
た
い
け
ど
、
み
ん
な
と
一
緒
だ
か

ら
、
み
ん
な
と
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
歩
け
る
気
が

し
て
い
る
。
感
謝
．
感
謝
で
す
。
人
の
一
歩
は
、

30
〜
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
だ
け
ど
、
続
け
て
い

た
ら
１
４
０
０
キ
ロ
に
達
す
る
の
だ
な
あ
と
思
う

日
々
で
あ
る
。

　
他
人
は
に
「
車
や
バ
ス
で
行
く
と
便
利
で
早
い

よ
！
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
。「
確
か
に
！
」
と
正

直
、
心
は
揺
ら
ぐ
。
昔
か
ら
、
数
え
き
れ
な
い
先

人
が
歩
い
て
き
た
道
を
、
こ
の
便
利
な
世
の
中
に

な
っ
た
今
、
同
じ
よ
う
に
ひ
た
す
ら
歩
い
て
い
る

自
分
が
い
る
。
歩
き
き
っ
た
時
に
、
は
っ
き
り
と

何
か
を
感
じ
る
事
が
出
来
る
の
か
は
分
か
ら
な
い

け
ど
、
と
に
か
く
今
は
、
人
間
っ
て
す
ご
い
な
あ
、

愛
す
べ
き
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
な
が
ら
、
黙
々
と

一
歩
一
歩
、
歩
い
て
み
た
い
。

「
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
、
ま
た
一
歩
。
仲
間
と
共
に
、
へ

ん
ろ
道
。
先
人
の
偉
業
に
想
い
を
の
せ
て
、
ひ
た

す
ら
歩
く
へ
ん
ろ
道
。
元
気
で
一
歩
一
歩
、
ま
た

一
歩
、
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
の
へ
ん
ろ
道
」

い の ち の は な し

グー チョキ パー 6
「いっぽ、いっぽ、またいっぽ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 /毛利弘子
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愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館　

専
門
学
芸
員 

大
本
敬
久

南 予 の 祭 り 歳 時 記

1971 年、八幡浜市生
まれ
専門は民俗学・日本文
化論著書に『民俗の知
恵』（創風社出版）等

お
お     

も
と　

  

た
か     

ひ
さ

　
南
宇
和
郡
愛
南
町
久
良
に
は
愛
媛
県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
の
念
仏
踊
り
「
能
山
踊
り
」
が
継
承

さ
れ
て
い
る
。
天
正
12
年（
１
５
８
４
）、
土
佐
国

の
長
宗
我
部
元
親
に
破
れ
て
落
ち
延
び
た
御
荘
の

武
将
・
勧
修
寺
権
大
夫
基
賢
を
慰
霊
す
る
芸
能
と

し
て
始
ま
り
、
現
在
は
古
木
庵
お
よ
び
海
浜
（
現

在
は
魚
市
場
）
で
上
演
さ
れ
、
地
域
住
民
の
新
盆

供
養
、
先
祖
供
養
の
踊
り
と
し
て
続
い
て
い
る
。

毎
年
８
月
１
日
に
始
ま
っ
て
８
月
14
日
ま
で
続
く

が
、
11
日
に
は
能
山
公
の
木
像
が
御
開
帳
さ
れ
、

14
日
に
は
海
難
者
供
養
や
豊
漁
祈
願
の
踊
り
も
奉

納
さ
れ
る
。
基
賢
の
法
名
「
顕
徳
院
殿
能
山
祐
賢

大
居
士
」
に
ち
な
み
「
能
山
踊
り
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　
太
鼓
打
ち
を
中
心
に
円
輪
に
な
っ
て
着
流
し
姿

の
男
性
が
扇
を
持
ち
、
太
鼓
に
あ
わ
せ
て
裸
足
で

踊
り
、
踊
り
は
「
ろ
く
じ
う
踊
り
」「
梅
の
踊
り
」

「
恵
美
須
踊
り
」「
網
引
踊
り
」
等
の
８
庭
あ
る
。

昔
は
48
庭
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
鉦
も

使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
大
半
は
中
世
か
ら

近
世
初
期
以
前
に
流
行
し
た
歌
謡
で
あ
り
、
扇
を

持
つ
所
作
も
能
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
県
内
の
獅

子
舞
な
ど
多
く
の
民
俗
芸
能
よ
り
も
発
祥
が
古
く
、

中
世
的
要
素
を
含
む
芸
能
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
し
て
、「
ろ
く
じ
う
踊
り
」の
歌
詞
を
見
て
み

る
と
阿
弥
陀
信
仰
の
影
響
が
強
い
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
る
。「
イ
ヨ
南
無
阿
弥
陀　
ア
ア
南
無
阿
弥
陀

　
イ
ヨ
仏
の
御
名
を　
称
う
れ
ば　
こ
れ
も
極
楽

　
浄
土
な
り
け
り
」、「
二
つ
な
き　
こ
の
世
は
仮

の　
宿
な
れ
ば　
只
一
す
じ
に　
願
い
た
の
め
よ
」、

―

戦
国
時
代
以
前
の
古
い
要
素
を
伝
え
る
念
仏
踊
り―

能
山
踊
り
︵
愛
南
町
久
良
︶

撮影／北濱一男

の 

う　

 

ざ 

ん    

お 

ど

「
み
な
人
が　
法
を
た
の
み
て　
極
楽
へ　
ま
ゐ
る

姿
は　
み
な
仏
な
る
」。

　
こ
の
よ
う
な
和
讃
が
歌
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌

詞
の
前
後
に
「
南
無
阿
弥
陀
」
と
二
度
繰
り
返
さ

れ
る
が
、
愛
媛
の
民
俗
芸
能
に
詳
し
い
今
村
威
氏

に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
和
讃
は
、
鎌
倉
時
代
に
活

躍
し
た
伊
予
国
出
身
で
時
宗
の
開
祖
と
な
っ
た
一

遍
上
人
の
和
歌
「
南
無
阿
弥
陀　
仏
の
御
名
の　

い
づ
る
息　
い
ら
ば
蓮
の　
身
と
ぞ
な
る
べ
き
」、

「
ひ
と
り
た
だ　
ほ
と
け
の
御
名
や　
た
ど
る
ら

ん　
を
の
を
の
か
へ
る　
法
の
場
の
人
」、「
阿
弥

陀
仏
は　
ま
よ
ひ
悟
り
の　
道
た
へ
て　
た
だ
名

に
か
な
ふ　
い
き
仏
な
り
」
に
通
じ
て
お
り
、
中

世
の
時
宗
の
芸
能
集
団
の
「
踊
り
念
仏
」
の
歌
と

共
通
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、「
ろ
く
じ

う
」
の
呼
称
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
「
六
字
」

や
時
宗
（「
時
衆
」）
の
古
称
の
「
六
時
衆
」
の
転

訛
と
も
考
え
ら
れ
、
旋
律
も
主
と
し
て
律
音
階
中

心
で
近
世
以
前
に
成
立
し
た
歌
謡
と
判
断
で
き
る
。

　
派
手
さ
の
な
い
芸
能
で
人
目
を
惹
き
つ
け
る
仮

装
や
所
作
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
歌
詞
内
容

や
音
階
か
ら
愛
媛
県
内
で
も
稀
少
な
芸
能
伝
承
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
継
承
に
向
け
て
、
地
域
内

外
か
ら
注
目
し
て
お
く
べ
き
文
化
遺
産
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　
な
お
、
こ
の
能
山
踊
り
は
２
０
２
２
年
に
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
国
内
41
件
が
登
録
さ
れ
た

「
風
流
踊
」
に
分
類
さ
れ
、
文
化
財
価
値
と
し
て
は

そ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
強
調
し

て
お
き
た
い
。

ひ
さ
よ
し

ひ
さ
よ
し

か 

じ
ゅ
う 

じ   

ご
ん  

だ   

ゆ
う
も
と 

の
り

た
け
し

ふ
り
ゅ
う
お
ど
り
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不
貧
血
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

最
も
多
い
の
が
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
す
。
肺
で
吸
い

込
ま
れ
た
酸
素
は
赤
血
球
に
含
ま
れ
る
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
と
結
合
し
、
全
身
に
運
ば
れ
ま
す
。
鉄
は
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
を
作
る
大
切
な
材
料
の
た
め
、
鉄
不

足
は
貧
血
に
な
り
ま
す
。
鉄
欠
乏
性
貧
血
は
女
性

に
多
く
、
日
本
人
女
性
の
8.5
％
が
鉄
欠
乏
性
貧
血

で
、
貧
血
の
な
い
鉄
欠
乏
状
態
の
方
も
41
％
も
あ

る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
貧
血
が
進
む
と
立
ち
く
ら
み
、
息
切
れ
、
め
ま

い
、
ふ
ら
つ
き
、
頭
痛
、
動
悸
、
冷
え
性
な
ど
の

症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
重
度
の
鉄
欠
乏
症
の
場
合

に
は
、
口
の
周
り
の
炎
症
、
異
食
症
（
特
に
氷
を

好
む
）、
肌
荒
れ
、
脱
毛
、
爪
の
変
形
な
ど
の
症
状

も
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
貧
血
が
徐
々

に
進
ん
だ
場
合
、
症
状
を
自
覚
し
な
い
こ
と
も
多

く
、
治
療
に
て
貧
血
が
改
善
し
て
は
じ
め
て
楽
に

な
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
患
者
さ
ん
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
鉄
欠
乏
の
主
な
原
因
は
、
偏
食
や
低
栄
養
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
極
端
な
食
事
制
限
な
ど
に
よ
る

鉄
分
の
摂
取
不
足
、
あ
る
い
は
過
多
月
経
や
消
化

管
出
血
に
よ
る
鉄
分
の
喪
失
で
す
。
ア
ス
リ
ー
ト

（
特
に
，
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
耐
久
ス
ポ
ー
ツ
）
で
は
、

鉄
の
消
費
の
増
大
や
衝
撃
に
よ
る
赤
血
球
の
破
壊

の
た
め
に
鉄
欠
乏
性
貧
血
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
軽
度
の
貧
血
の
場
合
に
は
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

や
偏
食
を
止
め
、
レ
バ
ー
や
赤
身
の
肉
類
、
魚
、

大
豆
製
品
、
緑
黄
色
野
菜
、
海
藻
類
な
ど
の
鉄
分

の
多
い
食
品
を
取
り
入
れ
、
食
生
活
を
改
善
す
る

事
で
良
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
進
行
し
た

貧
血
の
場
合
に
は
、
鉄
剤
に
よ
る
治
療
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
一
般
に
鉄
剤
投
与
後
数
日
で
自
覚
症

状
の
改
善
が
見
ら
れ
、
２
ヶ
月
程
度
で
貧
血
が
改

善
し
ま
す
。
貧
血
が
改
善
し
て
も
、
肝
臓
や
脾
臓
、

骨
髄
な
ど
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
貯
蔵
鉄
は
空
っ
ぽ

で
す
。
そ
の
た
め
さ
ら
に
３
〜
４
ヶ
月
投
与
を
続

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
鉄
剤
の
副
作
用
と
し
て
、
５
％
程
度
の
方
に
吐

き
気
、
胃
痛
、
下
痢
な
ど
の
胃
腸
障
害
が
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
強
い
場
合
で
も
、
薬
の

変
更
や
服
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
改
善
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
担
当
の
医
師

や
薬
剤
師
と
相
談
し
て
下
さ
い
。
便
が
黒
く
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
服
薬
困
難

鉄
欠
乏
性
貧
血
に
つ
い
て

沖内科クリニック
副院長  沖　良隆

医療
health care

な
場
合
に
は
、
注
射
に
よ
る
投
与
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
出
血
に
よ
る
鉄
分
喪
失
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

鉄
分
補
給
だ
け
で
は
根
本
的
な
治
療
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
過
多
月
経
が
あ
る
場
合
に
は
婦
人
科
的
な

診
断
と
治
療
が
必
要
で
す
。
男
性
や
高
齢
の
女
性

の
場
合
は
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
な
ど
の
消
化
器
系

の
悪
性
腫
瘍
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
出
血
し
て
い
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
消
化
管
出
血
が
疑
わ
れ
る

場
合
に
は
便
潜
血
の
検
査
や
、
内
視
鏡
に
よ
る
検

査
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
貧
血
に
は
鉄
欠
乏
性
貧
血
以
外
に
も
白
血
病
や

再
生
不
良
性
貧
な
ど
の
造
血
障
害
、
自
己
免
疫
疾

患
、
腎
不
全
、
慢
性
疾
患
に
伴
う
二
次
性
貧
血
な

ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
貧
血
を
調
べ
る
検

査
は
簡
単
で
す
が
、
そ
の
原
因
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
診
断
な
ど
で
貧
血
を

指
摘
さ
れ
た
ら
放
置
せ
ず
、
精
密
検
査
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
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免
疫
力
を
高
め
る
食
事
と
は

食
 めぐり

 和田  広美
管理栄養士
柑橘ソムリエ

シーフードマイスター
愛媛大学地域再生マネージャー

　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
少
し
静

　
　
　
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
代
わ

る
感
染
症
の
流
行
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
栄
養
士
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
と
「
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
何
を
食

べ
れ
ば
い
い
の
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
時
々
あ

り
ま
す
。「
こ
れ
を
食
べ
れ
ば
大
丈
夫
」
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ

ロ
ウ
ィ
ル
ス
が
流
行
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
回
は
免
疫
力
を
高
め
る
食
事
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
免
疫
力
と
は
、
外
か
ら
入
っ
て
き
た
細
菌
や
異

物
を
排
除
し
て
病
原
体
等
の
外
敵
か
ら
体
を
守
る

力
で
す
。
こ
れ
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
備
わ
っ

て
い
る
も
の
で
、
ス
ト
レ
ス
や
加
齢
な
ど
何
ら
か

の
影
響
で
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
乱
れ
る
と
様
々
な
病

気
を
発
症
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
先
ず
大
事
な
の
は

「
健
康
で
あ
る
こ
と
」
で
す
。
し
っ
か
り
睡
眠
を
と

っ
て
、
朝
昼
晩
の
食
事
を
「
主
食
」「
主
菜
」「
副

菜
」
を
そ
ろ
え
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
、

健
全
な
生
活
が
と
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
と
き
に
摂
り
た
い
栄

養
素
に
つ
い
て
は
、
ビ
タ
ミ
ン
類
が
筆
頭
に
あ
が

り
ま
す
。
中
で
も
抗
酸
化
作
用
を
持
つ
Ａ
、Ｃ
、Ｅ

が
特
に
有
効
で
、
そ
れ
ら
を
多
く
含
む
食
品
は
下

図
の
と
お
り
で
す
。

　
緑
黄
色
野
菜
は
、
様
々
な
ビ
タ
ミ
ン
を
豊
富
に
含

ん
で
い
る
の
で
、
日
々
の
食
卓
に
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て

欲
し
い
食
品
で
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
研
究
で
は
、
腸
が
免
疫
の
働
き
に

お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
器
官
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
、
腸
内
細
菌
を
整
え
る
発
酵
食
品

（
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
味
噌
、
納
豆
、
チ
ー
ズ
な
ど
）、
腸

内
細
菌
の
エ
サ
と
な
る
食
物
繊
維
（
野
菜
、
き
の
こ

類
、
海
藻
類
な
ど
）
を
積
極
的
に
摂
る
こ
と
も
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
お
料
理
は
、
免
疫
細
胞
の
主
成

分
と
な
る
た
ん
ぱ
く
質
（
肉
、
豆
腐
）
に
、
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
、Ｃ
、Ｅ
の
多
い
食
材
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

お
試
し
く
だ
さ
い
。

味噌チーズハンバーグ

（材　料）2 人分
合挽ミンチ肉　・・・　100ｇ
たまねぎ　・・・・・　1/4 個
しめじ　・   ・・・　1/4 パック
溶き卵　・・・・・　大さじ 2
パン粉　・・・・・　大さじ 2
塩コショウ　・・・・　少々
サラダ油     ・・・・・　適量
ピザ用チーズ　・・・　30ｇ

赤味噌　・・ 　大さじ 1
砂　糖　・・　大さじ 1
料理酒　・・　大さじ２

ビタミンＣ
白血球の働きを高める
●野菜類、果物類、いも類　など

ビタミンＡ(β- カロテン )
呼吸器や消化器の粘膜を健やかに保つ
●レバー、卵黄、うなぎ、
　緑黄色野菜 ( 人参、南瓜、青菜類 )　など

ビタミンＥ
活性酸素から細胞膜を守る
●青背魚、ごま、アボカド、ナッツ類　など

（作り方）

①たまねぎとしめじは、
　みじん切りにする。
②味噌ソースの材料を合
　わせて混ぜておく。
③ボウルに①、ミンチ肉、卵、
　パン粉、塩、コショウを合わせ、
　よく練り混ぜる。人数分の楕円形にする。
④フライパンにサラダ油を熱し、③を焼く。中心まで火が通ったら、
　弱火にして味噌ソースを塗る。その上にピザ用チーズをのせ、
　蓋をしてチーズが溶けるまで
　蒸らす。

③ボウルに①、ミンチ肉、卵、
　パン粉、塩、コショウを合わせ、
　よく練り混ぜる。人数分の楕円形にする。

春菊の洋風白和え

（材　料）2 人分
春　菊　 ・・・・　80ｇ
にんじん　・・・　20ｇ
木綿豆腐 　・・　1/4 丁
ピーナッツ　・・　30ｇ
砂　糖　 ・・・　大さじ 1
しょうゆ　 ・・　大さじ 1

（作り方）

①春菊は茹でてから水にとり、1㎝
　の長さに切って水気を絞る。人参は
　せん切りにし、茹でてから冷ましておく。
②豆腐はキッチンペーパーにのせ、水気をきっておく。
③ピーナッツは、粗くつぶしておく。
④ボウルに豆腐を入れて、滑らかになるようにつぶし、砂糖、
　しょうゆで味付けする。①③を入れて和える。

　蓋をしてチーズが溶けるまで

①春菊は茹でてから水にとり、1㎝
　の長さに切って水気を絞る。人参は
　せん切りにし、茹でてから冷ましておく。
②豆腐はキッチンペーパーにのせ、水気をきっておく。
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　知っておきたい・覚えておきたい言葉・暮らしの知恵・常識 etc　
役立つ図解 142 作品。
　オールカラーでとても凝ったデザインの教養雑学本です。ポスタ
ーのようなページもあり、デザインに見入って肝心な知識が頭に入
ってこないこともありますが、手元に置いて気軽に何度もパラパラ
と眺める感じもいいのでは…。
　「見て楽しむことば図鑑」（幻冬舎）￥1,870（税込）も発売中！　→
店頭で比べてみて下さい。

協力：岩崎書店 宇和島市錦町 4-16　TEL. 0895-22-0528

知りたいこと図鑑 みっけ  著　KADOKAWA書店  刊　￥1,870（税込）

Tsunagu 

お気楽  俳句

絵：律川エレキ
1966 年宇和島市生まれ　奈良市在住
2000 年頃より俳句新聞や月刊「100 年俳句計画」等
に挿絵を描く。映像作家

さ
び
し
く
て
さ
び
し
い
と
書
く
初
日
記

時
鳥
く
ち
び
る
と
い
ふ
役
立
た
ず

ひ
き
が
へ
る
地
球
は
誰
の
遺
作
だ
ら
う

お
と
う
と
を
入
れ
つ
ぱ
な
し
の
む
し
ご
で
す

秋
う
ら
ら
賞
味
期
限
の
あ
る
笑
顔

職
歴
に
や
ま
ひ
は
書
け
ず
水
の
澄
む

冬
銀
河
と
き
ど
き
性
別
が
嫌
ひ

轡
虫
あ
な
た
も
地
球
酔
で
す
ね

　
　
　
　

   

土
井
探
花
『
地
球
酔
』（
現
代
俳
句
協
会
刊
）
よ
り

　
　
　
　
　

          

＊
句
集
掲
載
順　
色
文
字
が
季
語
で
す

Tsunagu 

おすすめの本

素
敵
な
句
集
を
ご
紹
介
。
川
原
真
理
子
さ
ん
の
『
ひ
か
り
秘

め
た
る
』
と
土
井
探
花
さ
ん
の
『
地
球
酔
』。

『
ひ
か
り
秘
め
た
る
』
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
句
満
載
。
シ

ニ
カ
ル
な
目
線
、
俳
諧
味
滑
稽
味
が
実
に
愉
快
で
す
。

『
地
球
酔
』
は
、
地
球
に
順
応
し
た
い
と
願
い
つ
つ
、
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
作
者
の
あ
り
の
ま
ま
が
十
七
音

に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
更
紗
）

お
こ
ご
と
も
ま
ぜ
て
の
み
ほ
す
た
ま
ご
ざ
け

渦
の
中
ひ
か
り
秘
め
た
る
蝸
牛

水
温
む
死
者
は
洗
濯
物
出
さ
ず

羽
子
板
の
飾
る
し
か
無
き
重
さ
か
な

年
賀
状
受
け
て
ポ
ス
ト
の
手
柄
顔

風
邪
引
い
て
上
司
が
魚
に
見
え
に
け
り

赤
い
羽
根
つ
け
て
も
ら
ふ
に
目
の
泳
ぐ

ご
両
家
の
渾
身
の
嘘
菊
日
和

梅
と
な
ら
話
が
で
き
る
祖
父
で
あ
る

紙
袋
は
シ
ャ
ネ
ル
中
身
は
水
羊
羹

  

川
原
真
理
子
『
ひ
か
り
秘
め
た
る
』（
ふ
ら
ん
す
堂
刊
）
よ
り

三
択
に
わ
た
し
が
ゐ
な
い
日
の
椿

ど
う
で
も
よ
い
ひ
と
と
け
つ
こ
う
よ
い
花
火

＊「のく」＝「どく」「しゃぐ」＝「踏む」

ほ
と
と
ぎ
す

く
つ
わ
む
し
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■アトリエぱれっと　書 Sho Salon　https://art-palette.wixsite.com/
宇和島市伊吹町字イカリ石甲 1083-1 2F　TEL.090-4332-1222　shosalon15@yahoo.co.jp　コメント：山下ちとせ

作品名：『吹かれてる？』（油彩）
作者：鈴木直子（大人クラス）
動的に輝く黄色のトウガラシ。
迷路のように絡む緑色の茎。
濃紺の背景にあってクキリと際立つ。
トウガラシの具体を頭から除けば、
自在な発想の抽象画にも見えてくる。

作品名：『ボタンインコ』（水彩）
作者：二宮菜々美（子どもクラス）
家で飼っているのはオカメインコ。
でも描いたのはなぜかボタンインコ。
のどかでほんわり、午後のひと時。
それはななみちゃんの普段の眼差し。
インコに向けたやさしさがあふれてる。

作品名：『紅ばら雑貨屋さん』（コピック）
作者：藤岡丈（子どもクラス）
「べにばら」の絵画教室に通うともくん。
なのに「紅ばら雑貨店」に変身させた。
古い建物にカラフル屋根がステキ。
おかしの箱やガチャガチャだってある。
ここならもっと楽しく絵が描けるよ！と。

作品名：『福はうち』（絵てがみ）
作　者：岩田穂波
四季折々の絵手紙をお礼状やご挨拶と
して皆さんに送っていらしゃいます。
今年もにこにこの福が舞い込みそうで
すね！

作品名：『蓮根協奏曲』（絵てがみ）
作　者：古谷久代
扇面を生かした動きのある作品に仕
上げました。
縁起の良い蓮根がカラフルで華やか
な気持ちになります。

作品名：『祝成人式』（絵てがみ）
作　者：善家美枝
娘さんのお名前を考える時に願いを
込めたメッセージを素敵な振袖姿に
添えました。
とってもおしゃれですね。

■アトリエ堀端絵画教室（べにばら画廊）https://benibara.webhop.info/
宇和島市本町追手 2-8-6　TEL. 0895-22-1104　　コメント：吉田 淳治

Tsunagu 

つなぐ美術館
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うわしん「南予活性化若手経営塾」とは、宇和島信用金庫において１年間、南予地域の産業活性化をはかるために
創業者や２代目、３代目の若手経営者を育成し、企業経営体質の健全化・成長のためのセミナー・個別指導・異業
種交流等をおこなっていて、地域内の中小企業の経営レベルを向上させる目的で開講されています。

有限会社  亀井蒲鉾　　専務取締役　亀井万織

「笑顔 200％！」

お城山

ま
し
た
。
そ
の
後
営
業
、
接
客
、
販
売
な

ど
の
職
種
を
経
験
し
、
29
歳
で
宇
和
島
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
亀
井
蒲
鉾

に
嫁
ぎ
、
３
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

子
育
て
が
少
し
落
ち
着
い
た
頃
に
若
手
経

営
塾
へ
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
で
新
た

な
目
標
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
む
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
じ
ゃ
こ
天
な
ど
は
昔
な

が
ら
の
製
法
を
守
り
つ
つ
、
新
商
品
の
開

発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ふ
わ
ふ
わ
、
も

ち
も
ち
、
と
ろ
と
ろ
の
ま
る
で
ス
イ
ー
ツ

感
覚
で
食
べ
ら
れ
る｢

フ
ワ
っ
天｣

や
鯛
の

中
骨
、
中
落
ち
を
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
て
練

り
込
ん
だ｢

た
い
コ
ロ｣

、
素
材
に
こ
だ
わ

っ
た
高
級
じ
ゃ
こ
天
は
生
魚
１
０
０
％
で

無
添
加
の
『
じ
ゃ
こ
丸
』
な
ど
で
す
。
全

国
蒲
鉾
品
評
会
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
５

年
連
続
受
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
地
元
の
卸
売
り
が
中
心
で
し
た

が
、
人
口
減
少
、
若
者
の
練
り

物
離
れ
な
ど
で
、
方
針
を
変
え

て
、
販
路
を
愛
媛
以
外
に
進
出

し
て
い
ま
す
。

　
他
に
は
な
い
、
世
界
で
た
っ
た

一
つ
の
素
晴
ら
し
い
「
フ
ワ
っ
天
」

と
い
う
商
品
を
武
器
に
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
喜
ん
で
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
細
々
と
で
す
が
、
１
２
６
年
地
元
の
方

々
に
支
え
て
頂
い
た
お
か
げ
で
今
が
あ
り

ま
す
。
自
分
の
会
社
の
事
だ
け
で
は
な
く
、

周
り
の
方
々
の
幸
せ
を
願
い
、
行
動
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
伝
統
に
甘
ん

じ
る
の
で
は
な
く
、
変
革
し
前
を
向
く
！

そ
ん
な
亀
井
蒲
鉾
の
姿
勢
を
見
て
共
感
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
も
っ
と
増
や
し
て
い

き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
宇
和
島
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
の
じ
ゃ
こ
天

を
次
の
世
代
に
残
し
た
い
！　
と
い
う
想

い
を
込
め
て
製
造
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
地
域
一
番
店
を
目
指
し
て
、
宇
和

島
を
代
表
し
、
宇
和
島
に
お
客
様
を
呼
べ

る
企
業
に
成
長
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら

も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く

お
願
い
し

ま
す
。

有限会社　亀井蒲鉾　〒798-0031 宇和島市栄町港 1-2-21　TEL 0895-22-0176 

だんな
女将

13

うわしん若手経営塾ОＢ

若
おかみ

　
　
　
　
　
弊
社
は
明
治
30
年
、
初
代
の

　
　
　
　
音
次
郎
が
仕
出
し
屋
を
し
て
い

　
　
　
て
、
そ
の
流
れ
で
蒲
鉾
、
じ
ゃ
こ

　
　
　
天
な
ど
の
練
り
物
を
作
り
始
め
ま

　
　
し
た
。
現
在
は
４
代
目
、
お
か
げ
さ

ま
で
創
業
１
２
６
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
経
営
理
念
は
『
お
客
様
の
笑
顔
を
大
切

に
し
、
従
業
員
の
笑
顔
を
喜
び
と
し
、
経

営
の
安
定
化
を
は
か
り
、
地
域
に
貢
献
す

る
』
で
す
。
お
客
様
の
笑
顔
や
従
業
員
の

笑
顔
の
追
求
を
し
て
い
て
、
そ
の
た
め
に

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
自
分
が
笑

顔
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
周
り
の
方
々
の

笑
顔
の
た
め
な
ら
損
得
抜
き
で
真
心
を
こ

め
て
接
客
し
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ
化
が
進
む

世
の
中
で
す
が
、
最
後
は
人
！　
人
と
の

つ
な
が
り｢

ご
縁｣

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
宇
和
島
東
高
校
を
卒
業
後
、
大

阪
の
食
品
ス
ー
パ
ー
の
経
理
部
に
就
職
し
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伊達政宗ゆかりの「臥龍梅」が宇和島市役所に植えられている
のを思い出して、このお酒を紹介させて頂くことにしました。
「臥龍梅」は静岡のお酒。徳川家康が人質時代に酒蔵近隣の寺に
植えた梅が龍が伏した様な見事な枝振りの大木となり臥龍梅と
呼ばれていることから、寝ている龍が天に昇るがごとく天下人
となった徳川家康にあやかって名付けられたそうです。
この『臥龍梅 純米吟醸 直汲み 生原酒』は搾ったばかりの新酒
をそのまま瓶詰めしたお酒です。しぼりたてならではの爽やか
なフルーティな吟醸香に直汲みならではのプチプチとしたフレ
ッシュな味わいが楽しめる限定酒です。
今年は龍の年。伊達政宗や徳川家康たちが活躍した戦国時代に
思いを馳せながら「臥龍梅」で一献傾けるのも良いんじゃない
でしょうか？

「臥龍梅 純米吟醸 直汲み 生原酒」限定
1800ml 3,640 円　720ml 1,859 円（価格は税込）

　　　　　　　　　　　　　　※写真は 1800ml

　　　　　　 　三和酒造株式会社　静岡県静岡市清水区

作者プロフィール　
本名 /城内　章　1957 年　宇和島生まれ　愛知県在住　
宇和島南高等学校卒　職業 /建設業　趣味 /漫画イラ
スト作成　著書に「のらとおばあちゃんの虹」

http://taka-sake.o.oo7.jp/

藤堂高虎さんが宇和島を治めていた期間は短いですが、関
ケ原の戦いなど戦国末期で激動の時でした。板島という地
名を宇和島にしたり、宇和島城を建造したのも藤堂高虎さ
んの時です（参考資料　安部龍太郎著　下天を謀る）

たかむら酒の店
宇和島市神田川原 90　☎ 0895-22-0624

※斗酒百篇（としゅひゃっぺん）とは　たくさんの酒を飲みながら、たく
さんの詩を作ること。　古代中国の唐の時代、数多くの詩を作った李白の
ことを杜甫が『飲中八仙歌』の中で褒め称えた言葉。　　題字／矢間大蔵

Tosyu Hyappen

がりゅうばい
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● 宇和島市（本庁、津島支所、吉田支所、三間支所、中央図書館、吉田図書館、中央図書館津島分館、生涯学習センター、パフィオうわじま
市立宇和島病院、伊達博物館、畦地梅太郎記念美術館、歴史資料館）　● きさいや広場　●道の駅みま　●シロシタ　● 宇和島商工会議所　
● 南楽園　● かどや（弁天町店・味奈味）　● ハイウェイレストラン宇和島　●和日輔　●福DON　● 盛運汽船　● 岩崎書店　● 木屋旅館　
● はまゆう薬局　● ひまわり薬局　●ＪＲ宇和島駅　●ＪＲ松山駅　●小野商店（津島）　●安藤コーヒー　● べにばら画廊　
● アトリエぱれっと　● 香川・愛媛  せとうち旬彩館（東京）　● 宇和島信用金庫各支店　他
「つなぐ」の発行は、新春号（1月）、春号（4月）、夏号（7月）、秋号（10 月）です。　　　　　　　
※「宇和島クラブ」協賛業者　※つなぐのバックナンバーは宇和島信用金庫のホームページでご覧いただけます

「つなぐ」は、こちらでどうぞ。
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